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コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
地
域
の
活
力
が
低

下
し
て
い
る
中
、
注
目
し
て
い
る
取
り

組
み
の
一
つ
が
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
で
す
。

　

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防

・
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る
体

制
で
あ
り
、
現
在
は
障
が
い
者
や
子
ど

も
も
対
象
に
含
め
た
重
層
的
な
体
制
を

目
指
し
、
各
自
治
体
が
作
り
あ
げ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
生
活
が
困
難
な
方
々
へ
の

支
援
は
家
族
等
の
近
親
者
が
担
っ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
過
疎
高
齢
化
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
行
政
に
そ
の
役
割
が
期

待
（
介
護
保
険
事
業
な
ど
）
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
政
だ

け
で
全
て
を
支
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
人

的
資
源
も
財
政
も
た
ち
ま
ち
限
界
に
達

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
在
は
、
行
政
や
制
度
と
い

う
「
公
助
」・「
共
助
」
に
加
え
て
、
地

域
の
福
祉
力
す
な
わ
ち
「
互
助
」
も
併

せ
て
、
両
方
で
支
え
て
い
こ
う
と
各
地

で
そ
の
試
み
が
進
め
ら
れ
、
本
町
で
は

戸
河
内
土
居
を
モ
デ
ル
地
区
に
、
①
住

民
主
体
の
地
域
づ
く
り
、
②
自
助
・
共

助
・
互
助
・
公
助
の
連
携
し
た
活
動
を

テ
ー
マ
に
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
月
一
回
の
定
例
的
な
話

し
合
い
の
場
「
土
居
話
そ
う
か
い
」
の

開
催
、
土
居
版
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
「
土

居
お
互
い
さ
ん
活
動
」
の
立
ち
上
げ
、

花
づ
く
り
活
動
「
土
居
花
畑
」
の
推
進
、

太
田
川
の
河
原
整
備
、
避
難
訓
練
な
ど

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

活
動
内
容
は
、
今
年
３
月
に
戸
河
内
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
発
表
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
上
手
く
回
っ

て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
①
従
来
の
自

治
会
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
女
性

や
若
い
世
代
な
ど
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
②
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
範
囲
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
、
③
メ
ン
バ
ー
間
を
上
手
に
つ
な
ぐ

「
調
整
役
」
の
存
在
、
④
行
政
、
社
協

な
ど
の
専
門
家
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
る
こ

と
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
町

内
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
、
来
年
度
は

モ
デ
ル
地
域
を
増
や
す
予
定
で
あ
り
、

既
に
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。

　

過
疎
高
齢
化
の
中
で
、
昔
通
り
に
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

い
う
声
は
多
い
の
で
す
が
、
住
民
同
士

の
支
え
合
い
や
見
守
り
が
続
い
て
い
る

こ
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
引
き
続
き

住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
も
ま
た

地
域
の
力
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
然
、
そ
の
た
め
に
は
住
民
が
地
域

で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
点
、
本
町
は
ず
い
ぶ
ん

以
前
か
ら
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
も
努

力
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
も
あ
る

「
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
今
年
は
10
月

８
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
と
元
気
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

地域包括ケアシステム

vol.36

橋
はし

本
もと

　博
ひろ

明
あき

橋本　博明
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令
和
５
年
第
５
回
町
議
会
定
例
会
が
、

９
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
や
本

年
度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
20
の
案

件
が
可
決
・
認
定
・
承
認
・
同
意
・
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ

た
橋
本
町
長
の
行
政
報
告
を
抜
粋
し
て
紹

介
し
ま
す
。　 令

和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
や
本
年
度
補
正

予
算
、
人
事
案
件
な
ど
17
案
件
を
可
決
・
認

定
・
承
認
・
同
意
・
報
告

　

８
月
15
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
安
芸
太
田
町
戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈

念
式
典
を
開
催
し
、
遺
族
会
や
原
爆
被
害

者
の
会
、
町
関
係
者
あ
わ
せ
て
96
人
が
参

列
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
正
午
に
は
防
災
行
政
無
線
で
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
町
民
の
皆
様
に
黙
と

う
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　

さ
ら
に
本
年
は
、
戦
争
に
よ
る
被
害
の

実
態
を
知
り
、
平
和
の
意
義
を
正
し
く
継

承
し
て
い
く
た
め
に
、
８
月
９
日
か
ら
17

日
ま
で
、
役
場
本
庁
で
「
ア
ニ
メ　

は
だ

し
の
ゲ
ン
の
上
映
会
」
と
、
加
計
中
学
校

に
よ
る
「
平
和
学
習
の
作
品
展
示
」
も
行

い
ま
し
た
。

　

毎
年
２
回
開
催
さ
れ
る
広
域
都
市
圏
協

議
会
首
長
会
議
は
、
参
加
市
町
が
順
番
に

ホ
ス
ト
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
７
月
12
日
に
開
催
し
た
会
議
で
は
本

町
が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
会

長
の
広
島
市
長
を
は
じ
め
、
広
島
、
山
口
、

島
根
の
３
県
か
ら
28
市
町
の
首
長
が
本
町

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
広
島
広
域
都
市
圏
の
取
り

組
み
に
関
す
る
意
見
交
換
の
ほ
か
、
受
入

戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式

典
に
つ
い
て

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
首

長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

総
務
課

企
画
課

　

６
月
21
・
22
日
に
新
規
採
用
職
員
を
対

象
に
１
泊
２
日
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
今
年
度
よ
り
初
め
て
取
り

組
む
も
の
で
、
町
の
現
状
や
施
策
等
に
つ

い
て
、
先
般
町
職
員
が
講
師
と
な
り
、
具

体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
に
と
っ
て
は
、
広
く
町

行
政
の
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
職
員
同

士
の
絆
を
深
め
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
に
は
、
「
安
芸
太
田
町
Ｄ
Ｘ

研
修
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
今
年
度
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム

人
材
と
し
て
県
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
て
い

る
企
画
課
の
能
宗
良
明
主
幹
が
務
め
、
地

域
通
貨
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉｃ
ａ
」
や
安
芸
太
田
町

版
交
通
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
定
額
タ
ク
シ
―
」
な

ど
住
民
の
身
近
に
あ
る
Ｄ
Ｘ
か
ら
、
今
後

町
が
取
り
組
む
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
参
加
対
象
を
町
民
の
方

に
も
広
げ
、
計
82
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

職
員
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

総
務
課

自
治
体
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進
等
、
本
町
の

取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
温
井
ダ
ム
の
視
察
も
行
わ
れ
、

圏
域
の
多
く
の
住
民
が
温
井
ダ
ム
の
機
能

の
利
益
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
危
険
個
所
の
注
意
喚
起
を
図
る

た
め
に
梅
雨
入
り
前
に
自
治
会
単
位
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
す
る
と
と
も

に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
方
や
避
難
情

報
発
令
時
に
執
る
べ
き
行
動
、
自
治
会
と

し
て
の
防
災
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
な
ど

に
つ
い
て
説
明
会
を
順
次
開
催
し
、
こ
れ

ま
で
40
の
自
治
会
と
情
報
交
換
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
安
芸
太
田
町
防
災

会
議
を
対
面
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
関

係
機
関
と
の
貴
重
な
情
報
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
、

自
治
会
と
の
防
災
に
関
す
る

情
報
交
換
に
つ
い
て

総
務
課
危
機
管
理
室

9月議会
定例会

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
令
和
５
年
度

に
入
っ
て
新
た
に
２
名
の
隊
員
が
着
任
し

現
在
８
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
着
任
し
た
隊
員
は
、
「
地
域
商

社
あ
き
お
お
た
」
と
「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム

つ
な
み
」
に
お
い
て
、
地
域
活
性
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
６
月
10
日
に
役
場
東
館
２
階
大

集
会
室
で
一
年
間
の
活
動
の
報
告
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
７
月
22
・
23
日
に
は

杉
の
泊
ホ
ビ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
協

力
隊
主
催
イ
ベ
ン
ト
「
小
さ
な
町
の
森
マ

ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
２
日
間
で
町
内
外

か
ら
約
５
０
０
人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

住
民
課

　

こ
の
平
和
学
習
の
取
組
発
表
は
、
次
年

度
以
降
も
、
各
小
・
中
学
校
が
順
番
に
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。
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令
和
３
年
８
月
の
豪
雨
災
害
以
来
続
い

て
い
た
赤
滝
付
近
の
通
行
禁
止
措
置
は
、

復
旧
工
事
が
一
部
完
了
し
、
８
月
10
日
か

ら
通
行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
前
に
、
誘
客
を
大
き
く

左
右
す
る
正
面
口
か
ら
黒
淵
エ
リ
ア
ま
で

の
散
策
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
８
月
22
日
に
三
段
滝
下
流
の
遊

歩
道
下
で
新
た
に
崩
落
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
三
段
滝
へ
の
通
行
禁
止
措
置
が

と
ら
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
期
の
復
旧
に
向
け
、
引
き
続
き
県
と

調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

太
田
川
産
直
市
の
活
性
化
と
小
規
模
農

業
者
の
育
成
を
テ
ー
マ
に
、
一
般
社
団
法

人
中
国
経
済
連
合
会
の
ご
協
力
の
も
と
具

体
的
な
解
決
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
広
島
大
学
、
中
小
企

業
診
断
士
、
Ｊ
Ａ
広
島
市
、
地
域
商
社
あ

き
お
お
た
な
ど
が
参
画
し
、
農
産
物
の
流

通
機
能
の
再
構
築
や
直
売
所
の
運
営
状
況

の
改
善
等
を
行
い
、
年
度
内
の
太
田
川
産

直
市
の
体
制
の
再
構
築
を
目
指
し
て
い
る

も
の
で
す
。

太
田
川
産
直
市
の
活
性
化
な

ど
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

産
業
観
光
課

三
段
峡
遊
歩
道
の
状
況
に
つ

い
て

産
業
観
光
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

感
染
症
に
移
行
し
た
た
め
、
令
和
４
年
秋

接
種
（
３
～
５
回
）
に
つ
い
て
は
、
本
年

５
月
７
日
で
終
了
し
、
５
月
８
日
か
ら
は

「
令
和
５
年
春
接
種
」（
３
～
６
回
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

令
和
５
年
春
接
種
は
、
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
方
等
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で

あ
り
、
前
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
３
か

月
以
上
経
過
し
た
65
歳
以
上
の
人
、
５
歳

か
ら
64
歳
以
下
の
人
の
う
ち
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
お
よ
び
医
療
従
事
者
等
が
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
医
療
従
事

者
な
ど
以
外
が
努
力
義
務
扱
い
と
な
り
ま

し
た
。 

　

ま
た
、
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
の
乳
幼

児
お
よ
び
５
歳
か
ら
11
歳
の
児
童
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
町
で
も
実
施
し
ま
し

た
が
、
町
内
で
の
接
種
希
望
者
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
、
広
域
接
種
の

み
に
移
行
し
て
い
ま
す
。 

　

７
月
末
現
在
の
接
種
状
況
は
以
下
の
と

お
り
で
、
接
種
率
は
県
内
ト
ッ
プ
で
し
た
。 

　

本
年
９
月
20
日
か
ら
は
、
「
令
和
５
年

秋
接
種
」（
３
～
７
回
）
を
開
始
す
る
予

定
で
す
が
、
秋
接
種
か
ら
使
用
さ
れ
る
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
「
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
」
の

供
給
量
は
非
常
に
少
な
く
、
前
回
ま
で
の

よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
は
接
種
が
進
ま
な
い

見
込
み
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
か
ら
の
ワ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課

ク
チ
ン
供
給
量
に
応
じ
て
接
種
券
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。 

　

町
民
に
対
し
て
は
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
状
況
の
周
知
に
努
め
、
遺

漏
が
な
い
よ
う
諸
準
備
と
体
制
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

対　象 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目
（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

65歳以上 2,688 87.90 2,597 84.92 2,409 73.09 1,963 64.19
18～64歳 1,692 74.93 992 45.63 358 15.27 78 3.59
12～17歳 77 35.98 26 12.15 0 0 0
５～11歳 22 9.17 4 1.67 ― ― ― ―
０～４歳 2 1.72 ― ― ― ― ― ―
全　体 4,418 76.15 3,619 62.38 2,567 44.24 658 11.34

　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
家

計
が
悪
化
し
て
い
る
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
等
に
対
し
て
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た

生
活
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
児
童
一

人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
事
業
に
つ

い
て
、
本
町
内
で
は
ほ
ぼ
支
給
が
完
了
し

ま
し
た
。 

　

８
月
末
時
点
の
支
給
実
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
支
給
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課

区　

分

内　

容

給
付
額

児
童
一
人
あ
た
り

５
０
，０
０
０
円

対　
　

象

児
童
数

ひ
と
り
親
世
帯
54
人

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
57
人

給
付
合
計

額（
実
績
）
５
，５
５
０
，０
０
０
円

７月末現在新型コロナウイルスワクチン接種状況
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７
月
26
日
、
町
内
の
こ
ど
も
園
、
保
育

所
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
園
長
、

保
小
中
高
連
携
に
つ
い
て教

育
課

　

安
芸
太
田
病
院
で
は
、
８
月
９
日
・
10

日
の
２
日
間
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

の
「
評
価
調
査
者（
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
）」
に

よ
る
訪
問
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
審
査
を
元
に
、
病
院
の
質
改

善
を
目
的
と
し
、
組
織
全
体
の
運
営
管
理

お
よ
び
提
供
し
て
い
る
医
療
に
つ
い
て
、

機
構
に
よ
る
中
立
的
、
科
学
的
・
専
門
的

な
見
地
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

評
価
結
果
と
な
る
認
定
証
の
発
行
に
つ

い
て
は
約
２
か
月
後
と
な
り
ま
す
が
、
第

三
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
ご
と
に
審
査

を
受
け
、
改
善
す
べ
き
課
題
や
努
力
し
て

い
る
こ
と
へ
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

受
審
後
の
更
な
る
改
善
活
動
が
、
病
院

機
能
充
実
と
医
療
の
質
向
上
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機

能
評
価
受
審
に
つ
い
て病

院
事
業

区　

分

内　

容

給
付
額

１
世
帯
あ
た
り

３
０
，０
０
０
円

※
町
地
域
通
貨
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉｃ

　
ａ
」へ
ポ
イ
ン
ト
付
与

対
象
世
帯

１
，１
８
７
世
帯

支
給
合
計

額（
実
績
）
３
５
，６
１
０
，０
０
０
円

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
物
価
高
騰

に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
や
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
、
新
た
に
１
世
帯
あ
た
り
３

万
円
の
重
点
支
援
給
付
金
を
世
帯
主
に
支

給
す
る
事
業
を
、
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
事
業
で
は
、
生
活
必
需
品
の
購
入

を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
事
業

者
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
地
域
通

貨
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉｃ
ａ
」
へ
電
子
マ
ネ
ー
３
万

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
形
で
支
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

８
月
末
時
点
の
支
給
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。 

安
芸
太
田
町
価
格
高
騰
重
点
支

援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課

所
長
、
学
校
長
が
一
堂
に
会
す
る
安
芸
太

田
町
保
小
中
高
連
絡
協
議
会
を
加
計
高
校

で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
就
学
前
か
ら
高
校
に

至
る
ま
で
の
教
育
活
動
を
連
携
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
加
計
高
等
学
校

二
川
校
長
先
生
か
ら
「
加
計
高
校
の
教
育

目
標
と
現
状
」
に
つ
い
て
講
話
を
聞
い
た

後
、
「
安
芸
太
田
の
子
ど
も
た
ち
の
今
」

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算

　

令
和
４
年
度
安
芸
太
田
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
ほ
か
９
つ
の
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
６
～
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
令
和
５
年
度
安
芸
太
田
町
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

対
応
と
し
て
、
町
内
事
業
者
な
ど
へ
の

支
援
事
業
や
地
域
通
貨
「ｍ
ｏ
ｒ
ｉｃ
ａ
」

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
に
６

９
０
０
万
円
、
７
月
の
大
雨
の
影
響
な

ど
に
伴
う
、
林
道
・
町
道
に
お
け
る
災

害
復
旧
な
ど
に
８
２
５
７
万
６
千
円
。

　

ま
た
、
光
熱
水
費
や
物
価
高
騰
に
伴

う
病
院
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
２
６
０

０
万
円
の
ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
の
整

理
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

１
億
４
６
５
３
万
９
千
円
を
含
む
総
額

３
億
７
０
５
３
万
６
千
円
の
増
額
補
正
。

　

補
正
後
の
累
計
額
は
、
86
億
４
５
５

４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委

員
10
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を
得

ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
委

員
１
名
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
得

ま
し
た
。

●
監
査
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
監
査
委
員
１
名

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
得
ま
し
た
。

●
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
備

　

品
購
入
契
約
の
締
結

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
備

品
の
購
入
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
（
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
で
の
落
札
業
者

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
株
式
会
社
と
の
契
約
締
結
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
１
５
５
４
万

６
千
円
で
す
。

●
旧
Ｊ
Ｒ
滝
山
川
橋
梁
撤
去
工
事
請
負

　

契
約
の
締
結

　

旧
Ｊ
Ｒ
滝
山
川
橋
梁
撤
去
工
事
に
つ

い
て
、
一
般
競
争
入
札
で
の
落
札
業
者

の
錦
建
設
・
杉
原
土
建　

旧
Ｊ
Ｒ
滝
山

川
橋
梁
撤
去
工
事
共
同
企
業
体
と
の
契

約
締
結
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
金
額
は
３
億
２
５
０
万
円
で
す
。

町
議
会
９
月
定
例
会
で
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案
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町
行
政
を
進
め
る
た
め
の
主
要
な
経
費

を
賄
う
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
85
億

２
３
７
６
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
▲
４
億

８
２
６
１
万
円
、
▲
５
・
４
％
の
減
、
歳

出
総
額
は
、
81
億
７
５
１
７
万
円
で
前
年

度
の
比
べ
▲
３
億
８
３
２
９
万
円
、
▲
４

・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
訳
と
し
て
、
地
域
通
貨

化
カ
ー
ド
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉｃ
ａ
」
の
発
行
に
よ

る
キ
ャ
ッ
ス
レ
ス
化
の
推
進
、
定
額
タ
ク

シ
ー
利
用
の
ス
リ
ム
化
、
道
の
駅
再
整
備

検
討
調
査
、
加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
フ
ル
化
に
向
け
た
調
査
業
務
な
ど

町
の
将
来
を
見
据
え
た
重
点
事
業
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
全
体
と
し
て
令
和
３
年
度
か

ら
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
、
人
材
育
成
・

交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
筒
賀
保
育
所

改
修
事
業
等
の
大
型
公
共
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度

決
算
報
告

安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

総額 85億2,376万円歳入
 （△4億8,261万円、△5.4％）

 （△3億8,329万円、△4.5％）

※（　　）内：対前年度増減
　四捨五入のため、合計値が
　一致しない場合があります。

繰入金
２億1,429万円
（△8,197万円）

寄附額
１億6,114万円
（+1,043万円）

繰越金
4億4,791万円（△381万円）
その他自主財源
２億646万円（△2,966万円）

地方譲与税、各種交付金等
２億8,741万円（△242万円）

県支出金
5億608万円

（+3,986万円）

地方交付税
42億2,073万円

（△1億1,621万円）

国庫支出金
9億7,781万円（△2億4,948万円） 町 債

6億5,294万円
（△7,671万円）

 自主財源　22.0％  依存財源　78.0％
町が自主的に収入できるお金  国などから配分されるお金

総額 81億7,517万円歳出 投資及び出資・貸付金
720万円（△410万円）

繰越金
6億9,251万円
（+1,717万円）

 義務的経費

37.7％
投資的経費
10.1％

 その他の経費

52.2％

3億4,859万円－5,552万円（翌年度へ繰り越す事業に必要な財源）＝ 2億9,307万円（実質収支）

町　税
8億4,898万円
（+2,736万円）

公債費
１2億7,186万円
（+5,431万円）

人権費
１3億6,056万円

（△86万円）

扶助費
4億5,202万円
（△9,892万円）

普通建設費
6億9,405万円

（△3億6,069万円）

災害復旧費
１億3,129万円
（+9,249万円）

維持補修費
2億7,367万円
（△4,253万円）

補助費等
１4億9,598万円
（+3,315万円）

【
性
質
別
経
費　

用
語
解
説
】

義務的経費
（自治体が任意で縮減できない経費）

人件費：職員給与や退職金、議員・委員報酬など
公債費：町債（借金）の償還（返済）経費
扶助費：社会保障制度上での生活困窮者、児童、老人、障がい者等を援助するための経費

投資的経費
（自治体の資本形成となる経費）

普通建設事業費：道路橋梁・公共施設等の社会資本の建設改良費
災害復旧費：道路、河川等の自然災害からの原形復旧の事業費

その他の経費

補 助 費 等：団体や病院への補助金や負担金
物　件　費：消耗品・委託料・備品購入など
繰　出　金：特別会計への支出
維持補修費：道路橋梁・公共施設の維持管理費　
積　立　金：基金への積立（貯金）
投資及び出資・貸付金：各種団体等への出資金・貸付金

物件費
１2億3,632万円
（+6,154万円）

◆
一
般
会
計　
　
　
　
　
　

歳入ー歳出 3億4,859万円
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安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

　

一
般
会
計
の
借
金
の
現
在
高
は
、
１
０

３
億
１
４
９
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
５
億
７
２
３
８
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
減
少
し
た
理
由
は
、
６
億
５
２
９

４
万
円
の
借
入
に
対
し
、
12
億
２
５
３
２

万
円
の
町
債
償
還
（
借
金
返
済
）
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
町
の
貯
金
（
基
金
残
高
）
は
、

全
体
で
50
億
３
５
８
９
万
円
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
３
億
４
５
５
４
万
円
増
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
主
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
や
、

事
業
コ
ス
ト
縮
減
化
の
進
展
等
に
よ
り
昨

年
度
に
続
き
財
政
調
整
基
金
に
よ
る
補
填

を
伴
わ
な
い
決
算
収
支
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
町
の
貯
金（
基
金
）と
借
金

　
（
町
債
）【
一
般
会
計
】

◆
実
質
単
年
度
収
支　
　
　

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
-6

-4

-2

0

2

4

6
（億円）

実質単年度収支

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
0

20

40

60

80

100

120
（億円）

町の貯金（基金）と借金（町債）

19.8

118.9 117.1 115.4 112.1 107.7107.7 104.7 100.2 97.3 98.1 103.7
114.0

120.0 121.6 118.1 113.7 113.2 108.9108.9
103.1103.1

17.3 18.0 20.4 21.0
28.2 32.832.8

39.2 44.1 45.4 47.7 50.350.3 51.351.3 46.5
40.6 42.9 46.9 50.4

　

単
年
度
収
支
（
当
該
年
度
実
質
収
支
―

前
年
度
実
質
収
支
）
に
、
黒
字
要
素
と
な

る
基
金
（
貯
金
）
積
立
額
等
を
加
え
、
赤

字
要
素
で
あ
る
基
金
（
貯
金
）
引
き
出
し

額
を
引
い
た
も
の
が
、
実
質
単
年
度
収
支

で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支
は
、

１
億
１
５
４
１
万
円
と
な
り
、
３
年
連
続

で
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

借金（町債）現在高　　　貯金（基金）現在高

令和４年度一般会計の
実質収支内訳

区　　　分 一般会計決算額

歳 入 総 額 85億2,376万円

歳 出 総 額 81億7,517万円

歳入歳出差引額 3億4,859万円

翌 年 度 に 繰 り
越 す べ き 財 源 5,552万円

実 質 収 支 2億9,307万円

単 年 度 収 支 ▲6,609万円
積 立 金

（財政調整基金） 1億8,150万円

繰 上 償 還 金 0円

積立金取崩し額 0円

実質単年度収支 1億1,541万円
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保
険
料
等
の
特
定
の
収
入
が
あ
り
、
一

般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
収
入
・
支
出
を

整
理
す
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の
会
計
で

す
。

　

本
町
は
、
依
然
と
し
て
高
齢
化
の
進
展

等
に
よ
り
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
や
公

安芸太田
町

早期健全
化基準

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 － 15.00％
連結実質赤字比率 － 20.00％

実質公債費比率 12.1％
（12.3%） 25.0％

将 来 負 担 比 率 9.5％
（19.6%） 350.0％

経 常 収 支 比 率 97.8％
（86.8%）

安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

※（　　）は前年度数値
※赤字額がない場合は、「−」を記載。

令和４年度決算に基づく健全化判断比率

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
75

80

85

90

95

100

105
（%）

経常収支比率の推移

99.9 100.2
98.3

97.497.4

91.4

83.1

88.588.5

85.9 85.6
87.3

89.3
90.7

96.5

103.3103.3 103.4103.4

93..5

8686..88

9797..88♦ ♦
♦ ♦

♦

♦

♦
♦ ♦

♦
♦

♦

♦

♦ ♦

♦

♦

♦

　

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
は
、
表
に
示
す
と
お
り
、
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
り
健
全
な
財
政
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
指
標
と
し
て
は
、
将
来
負
担
比
率

は
19
・
６
％
か
ら
９
・
５
％
と
昨
年
度
に

続
き
大
幅
に
好
転
し
、
実
質
公
債
費
比
率

は
前
年
度
か
ら
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
好
転
し

て
12
・
１
％
、
経
常
収
支
比
率
は
86
・
８
％

か
ら
97
・
８
％
と
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
減
少
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
数
年
間
は
更
な
る
起
債
償
還
の
増
加

に
よ
る
公
債
費
の
高
止
ま
り
も
相
ま
っ
て
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま

す
の
で
、
今
後
も
財
政
指
標
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

◆
財
政
健
全
化
判
断
比
率　

◆
財
政
状
況　
　
　
　
　
　

◆
特
別
会
計　
　
　
　
　
　

会　計　名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険事業特別会計 8億5,490万円
（8億9,321万円）

8億4,559万円
（8億7,297万円）

後期高齢者医療事業特別会計 1億6,037万円
（1億5,894万円）

1億5,424万円
（1億5,293万円）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 13億7,355万円
（13億2,016万円）

13億2,566万円
（12億7,489万円）

介護サービス事業特別会計 1,500万円
（1,804万円）

1,500万円
（1,804万円）

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億1,125万円
（1億7,607万円）

1億8,915万円
（1億7,415万円）

農業集落排水事業特別会計 1億3,498万円
（1億2,324万円）

1億3,346万円
（1億2,226万円）

特 定 環 境 保 全 公 共
下 水 道 事 業 特 別 会 計

2億9,371万円
（2億9,205万円）

2億9,169万円
（2億9,071万円）

筒 賀 財 産 区 特 別 会 計 3,037万円
（1,378万円）

2,874万円
（1,308万円）

内 黒 山 財 産 区 特 別 会 計 363万円
（7万円）

363万円
（7万円）

病 院 事 業 会 計

収 益 的
収 支

19億9,576万円
（20億6,301万円）

20億39万円
（19億2,994万円）

資 本 的
収 支

13,458万円
（8,189万円）

2億3,042万円
（1億6,709万円）

令和４年度特別会計の決算状況

債
費
の
高
止
ま
り
、
さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
や
人
口
減
少
に
伴
い
税
収
や
地

方
交
付
税
の
減
少
等
が
見
込
ま
れ
、
財
政

調
整
基
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
財
政
運

営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
中
期
財
政
運
営
方
針
の
下
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
も
将
来
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
、
し
っ
か
り
と
行
い
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
町
財
政
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
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安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

②
世
代
間
公
平
性

　

「
純
資
産
比
率
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
が
保
有
す
る
資
産
の

う
ち
、
過
去
か
ら
現
世
代
で
蓄
積
し
て
い

る
資
産
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
本
町
に

お
い
て
は
、令
和
３
年
度
時
点
で
76
・
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す

る
と
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
や
や
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
資
産
の
減
価
償
却
が

進
む
と
純
資
産
比
率
が
低
下
す
る
傾
向
に

あ
る
た
め
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
適
正
な
資
産
管
理
に
努
め
て
行
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
持
続
可
能
性

　

「
住
民
一
人
当
た
り
負
債
額
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
が
保
有
す
る
負
債
額

を
住
民
人
口
で
除
し
て
、
一
人
当
た
り
の

金
額
を
算
出
し
た
も
の
で
、
本
町
に
お
い

て
は
、
令
和
３
年
度
時
点
で
２
０
１
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す

る
と
１
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
本
町
は
約

２
・
４
倍
の
負
債
額
を
抱
え
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
将
来
に
お
け
る
負
担
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
資
産
と
負
債
の
バ
ラ
ン
ス
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

④
効
率
性

　

「
住
民
一
人
当
た
り
行
政
コ
ス
ト
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
の
行
政
コ
ス
ト
を
住

民
人
口
で
除
し
て
、
一
人
当
た
り
の
金
額

を
算
出
し
た
も
の
で
、
本
町
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
時
点
で
１
３
５
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す
る
と

10
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
本
町
は
約

１
・
８
倍
の
行
政
コ
ス
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
他
団
体
に
比
べ
て
資
産
を

多
く
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
コ
ス

ト
（
減
価
償
却
費
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、

資
産
規
模
を
抑
え
な
が
ら
更
な
る
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑤
自
律
性

　

「
受
益
者
負
担
比
率
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
の
経
常
費
用
の
う
ち
、

使
用
料
や
手
数
料
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
益
者
が
直
接
的
に
負
担
す
る
コ
ス
ト
の

割
合
を
示
す
も
の
で
、
本
町
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
時
点
で
２
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す
る
と
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
２
ポ
イ
ン

ト
低
く
な
っ
て
お
り
、
受
益
者
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
１
は
じ
め
に

　

「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
」

と
は
、
総
務
省
が
示
す
基
準
に
沿
っ
た
、

固
定
資
産
台
帳
と
複
式
簿
記
を
前
提
と
し

た
地
方
公
会
計
の
財
務
書
類
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
基
準
に
沿
っ
て
全
国
の
自
治
体
は

財
務
書
類
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
財
政
状
況
を
他
自
治
体
と
比
較
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
結
果
を
基
に
、
類
似
団

体
（
注
）
平
均
値
と
比
較
を
行
い
、
安
芸

太
田
町
の
財
政
状
況
を
分
析
し
ま
し
た
。

２
一
般
会
計
等
の
分
析
結
果

①
資
産
形
成
度

　

「
住
民
一
人
当
た
り
資
産
額
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
が
保
有
す
る
資
産
額

を
住
民
人
口
で
除
し
て
、
一
人
当
た
り
の

金
額
を
算
出
し
た
も
の
で
、
本
町
に
お
い

て
は
、
令
和
３
年
度
時
点
で
８
４
２
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す

る
と
９
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

主
に
黎
明
館
の
建
設
に
よ
る
資
産
額
の
増

加
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
本
町
は
約

２
・
８
倍
の
資
産
を
所
有
し
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
施
設
維
持
費
等
の
コ
ス
ト
も
多
く

◆
令
和
３
年
度　
統
一
的
な

基
準
に
よ
る
財
務
書
類

①資産形成度

②世代間公平性

③持続可能性

④効　率　性

⑤自　律　性

住民一人当たり資産額

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和３年度 令和２年度 令和２年度

842万円 833万円 299万円

純資産比率

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和３年度 令和２年度 令和２年度

76.1％ 75.7％ 72.0％

住民一人当たり負債額

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和３年度 令和２年度 令和２年度

201万円 202万円 84万円

住民一人当たり行政コスト

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和３年度 令和２年度 令和２年度

135万円 146万円 75万円

受益者負担比率

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和３年度 令和２年度 令和２年度

2.7％ 2.1％ 4.7％

（
注
）
市
町
村
の
区
分
毎
設
定
さ
れ
た

　
　
　

「
人
口
と
産
業
構
造
か
ら
類
似
す

　
　
　

る
団
体
」（
平
成
30
年
度
が
最
新
）



定住・人口対策

子育て・教育・次世代育成

健康・医療・福祉

社会基盤・防犯・防災

◆定住促進事業
　〈令和4年度決算額…1,771万円〉

◆加計高校支援事業
　〈令和4年度決算額…4,286万円〉

◆居宅介護サービス給付事業
　〈令和4年度決算額…5億2,289万円〉

◆より安全な避難場所の確保
　〈令和4年度決算額…1,243万円〉

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　デジタルマーケティング活用の現状分析
と町公式LINE登録の促進を行った。
　定住促進事業として「移住定住促進応援
補助金」・「子育て世帯定住応援補助事業」
と合わせて15件の活用があり、15人の移住
者につながった。

　町公式LINEを中心にデジタルの情報発信を行い、「移住
情報」をメインに、「ふるさと納税」や「観光情報」など広
く寄与するデジタル戦略を展開していく。
　空き家バンク賃貸物件確保のため「空き家リノベーション
事業」に加え、所有者がリフォームして貸出す「空き家バン
クオーナー改修事業」を立ち上げ、更なる賃貸物件確保を行
っていく。

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　加計高校の令和４年４月入学では、定員
40人に対して39人が入学した。町内の中学
卒業生34人の内、20人が加計高校へ入学。
　公営塾は、年間79日開講し、延べ503人
の参加者があり、11人の国公立大学の合格
者を出すことができた。

　加計高校については、「学校の魅力化」支援を行うことで、
地元進学率の向上と全国募集により生徒数を確保する。
　また、中高連携の取り組みとして地元中学生に公営塾への
参加を呼びかけ、加計高校進学後の予行演習としても活用し
てもらう取り組みを進める。

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　介護予防事業（体も脳もわくわく講座・
通いの場等）の推進による要介護状態への
防止の取り組みを行った。
　長期間の新型コロナウイルス感染症拡大
によりフレイル状態の高齢者が増加してい
る。

　第９期介護保険事業計画策定（令和６～８年度）に向けて
該当者に対する介護予防日常生活圏域ニーズ調査・介護保険
事業所調査等を行い、実態を把握し、新計画に結びつける。
　また、地域での助け合い活動や居宅介護サービス、介護予
防事業を活用して、身体機能および認知機能低下予防を促進
する。

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　町内に「土砂災害警戒エリア」または、
「浸水想定エリア」が計1,155か所あり、防
災マップを更新・配布することで居住する
地域の災害リスクを把握することができて
いる。
　

　町の地形的特性から、すべての災害リスクのない安全な避
難場所を全地域に確保することは困難なため、災害を予見し
た際は、早めの情報提供により、遠くであってもより安全な
避難場所への避難を呼びかけることで逃げ遅れを防止すると
ともに、「避難とは」をより分かりやすく地域に出向いて説
明を行う。

令和４年度の施策評価を行いました。
　「第２期安芸太田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」および「第二次安芸太田町長期総合計画（後
期基本計画）」 の推進にあたり、広く関係者の意見を反映させるため、８月22日に安芸太田町まち・
ひと・しごと創生総合戦略会議を開催し、委員のみなさんからご意見をいただきました。
　各分野における主要事業の取り組み状況と今後の方向性の一部を紹介します。また、施策評価内容
の詳細や委員の主な意見は、安芸太田町公式サイトに掲載しています。
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生活利便・環境 ◆定額タクシー事業
　〈令和4年度決算額…2,635万円〉

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　12月から地域通貨カード（morica）を
定額タクシーの利用証明書とし、事前申請
の手続きが不要となった。
　また、地域に利用方法の説明を行い、定
額タクシーの利便性が高いことが浸透した
ため、定額タクシーの利用者が増加した。

　路線バス・あなたく・定額タクシーの利用データを検証し、
あなたくと定額タクシーの統合を進め、運行経費の削減と交
通再編を行う。安芸太田町地域公共交通計画に沿った持続可
能な町内移動環境の構築や生活MaaSの推進を図っていく。
　地域通貨カード（morica）を活用し、移動データの蓄積
や分析が容易になったため、そのデータを町全体の公共交通
の再構築に活用していく。

産業・観光・しごと ◆森林経営管理事業
　〈令和4年度決算額…3,082万円〉

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　森林経営管理意向調査の結果により、町
に委託を希望する森林について、現況調査
を58筆・63ha実施した。現況調査の結果を
受けて、間伐が必要な森林について施業を
実施した。（切捨間伐17.11ha）
　自伐型林業による木材生産を支援するた
め、市場への出荷経費および森林作業道設
置に対して支援を行った。

　町に委託を希望された森林について、間伐の必要性を判断
し、権利設定後、計画的に整備を進めていく。
　近年、集中豪雨や土砂災害が頻発する中で、災害に強い森
林づくりが求められ、森林の状況に合った間伐率や災害に強
い作業道づくりを念頭に置き施業を進めていく。
　森林資源の利用促進のため木質バイオマス発電の事業化に
おいても協議を進めていく。

コミュニティ ◆ふるさと納税推進事業
　〈令和4年度決算額…7,362万円〉

取組状況（実施内容） 今後の方向性

　令和４年度のふるさと納税は１億6,058万
２千円となり、過去最高を更新した。内訳
は「ふるさと応援寄附金」が１億5,128万２
千円、「企業版ふるさと納税」が930万円。

　魅力的な返礼品の掘起しを進めるとともに、返礼品の魅力
や品質、生産者のこだわりが、一目で伝えられるよう返礼品
の紹介画像等のブラッシュアップを行う。

政策分野 施策名 成果指標（KPI） 現状値
（令和１）

実績値
（令和４）

目標値
（令和６）

定住・人口対策 安芸太田町に住みたくな
る人を増やします 人口の社会増減（人） ▲ 14 ▲ 9 24

子育て・教育・
次世代育成　

夢と地域愛を育む学校教
育を推進します

加計高校の全校生徒数
（人） 100 108 120

健康・医療・福祉
　　　　

高齢者も安心して地域で
暮らせる環境を整えます 要介護認定率（％） 23.4 22.98 25

社会基盤・防災・
防犯

地域の消防・防災体制の
充実を図ります

自主防災組織の組織率
（％） 41.3 37.7 60

生活利便性・環境 快適で利用しやすい公共
交通環境をつくります

公共交通の利用者数
【町内】（人） 35,202 36,279 33,000

産業・観光・しごと 林業を振興します 木材生産量（㎥） 23,409 14,003 25,000

コミュニティ 町の魅力を発信し町外と
の連携を深めます

ふるさと納税寄附金額
（千円） 61,671 160,582 250,000

安芸太田町施策評価の主なKPI※の令和４年度の進捗状況
※KPIとは業務の成果を計測・監視するために置く指標のことです。
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こ
れ
ま
で
、
教
育
大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
安
芸
太
田
町
の

あ
る
べ
き
教
育
、
ま
た
本
町
ら
し
い
教
育
の
姿
を
示
す
た
め
、
有
識

者
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
「
教
育
の
あ
り
方
懇
話
会
」
を
開

催
し
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

前
回
７
回
目
の
懇
話
会
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
の
提
言
等
を
踏

ま
え
、
大
綱
改
定
の
た
た
き
台（
案
）を
作
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
大
綱
改
定
を
意
味
あ
る
も
の

と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
関
係
者

を
含
め
た
町
民
と
の
意
見
交
換
、

い
わ
ゆ
る
熟
議
が
大
変
重
要
で
あ

る
と
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
こ
の
た
び
、
下
記
の
と

お
り
、
各
関
係
者
と
大
綱
の
改
定

案
や
本
町
ら
し
い
教
育
に
つ
い
て

議
論
す
る
と
と
も
に
、
大
綱
改
定

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
熟
議

の
場
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
町
の
将
来
を
担
う

若
い
世
代
の
育
成
の
た
め
に
大
変

重
要
な
議
論
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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安
芸
太
田
町
ら
し
い
教
育
の
あ
り
方
と
教
育

大
綱
を
考
え
る
テ
ー
マ
熟
議
を
開
催
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課　

☎
２
８−

２
１
１
１

日　時 対象グループ 共通テーマ ピックアップ・テーマ
① ９月25日 役場職員

教育大綱たたき台
（案）を読んで

町民が参加する学び
② ※ 小・中学校教員（全５校） 本町の学びで目指す子ども像
③ ※ 保育園・所職員 遊びを大事にする学び
④ ※ 中学校生徒（全 2 校）　 「はしもトーク（町長とフリートーク）」
⑤ ※ 加計高校生徒 力を合わせ共に育つ学び
⑥ ※ ＰＴＡ 好奇心を刺激する学び

⑦ ※ 商工会、第一次産業、
芸能・文化・ＮＰＯ団体等 地域の子どもとの関わり

⑧ ※ 学校運営協議会（全５校） 地域の子どもとの関わり
⑨ ※ 全町民 本町教育の方向性

10月22日㈰ 9:30開場 10:00開演
川・森・文化・交流センター 1Fやまびこホール

安芸太田町 防災講演会 Disaster prevention lecture
■日時／

■会場／

■講師／広島県「みんなで減災」推進大使
■講演／「災害に備えよう! ～天気や災害時の 行動の話〜」

■時間／ 9:30…開場　10:00…開演
　　　　11:30…質疑・広島県からのお知らせ
　　　　12:00…閉会

岸
きし

　真
ま

弓
ゆみ

さん

●問い合わせ先／総務課　危機管理室　☎︎28−2111

町内事業者向け補助金情報

気象予報士
防　災　士

◦出演番組
　RCCテレビ「 イマナマ！」
　RCCラジオ「ごぜん様さま」
　　　　　　　　　　　　など

主催／安芸太田町　　協力／広島県

９月25日　熟議の様子

※日時は今後、調整いたします。
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安芸太田町原油価格等高騰対策事業補助金
コロナ禍に加え、原油価格等の高騰で経費負担が増大する中、事業継続に取り組む町内中小企業
者等を応援するため、町内の店舗、事務所、工場等にかかる事業用経費（電気料金、燃料代）の
一部を補助します。

補助対象事業

① 令和4年10月から令和5年3月までに使用した
　 電気料金 （補助率25／125）
② 令和4年10月から令和5年3月までに購入した
　 燃料代 （補助率20／120）
※ただし、補助金交付は補助対象経費の合計額が９万円以上であること。

補 　助 　金 補助金上限額／１事業者あたり…50万円

申 請 期 間 令和5年10月2日㈪〜12月28日㈭【必着】

町内事業者向け補助金情報

●問い合わせ先／産業観光課　商工係　☎28−1961

選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報

安芸太田町長選挙の選挙期日等を決定しました
　９月１日に開催した安芸太田町選挙管理委員会において、任期満了（令和６年５月23日）
に伴う安芸太田町長選挙の執行期日等を次のとおり決定しました。

選挙執行予定期日 令和6年5月19日㈰

選挙期日告示予定日 令和6年5月14日㈫

立候補予定者説明会
令和6年4月17日㈬ 午前10時から

会場については、現在調整中のため、決まりしだい
町公式サイトでお知らせします。　　　　　　　　

選挙の日程

立候補予定者説明会等

●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111
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「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
状
況

中
高
生
等
移
動
補
助
金
制
度

　

町
内
に
在
住
・
通
学
す
る
中
高
生
の
み
な
さ

ん
が
、
「
バ
ス
」
を
利
用
し
て
広
島
市
内
な
ど

に
遊
び
に
行
く
時
や
帰
省
す
る
時
の
バ
ス
の
助

成
券
を
町
が
発
行
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　

町
内
に
在
住
・
通
学
す
る
中
高
生

〈
発
行
枚
数
〉

　

バ
ス
助
成
券
２
枚
／
年
（
１
枚
＝
片
道
）

〈
対
象
区
間
〉

　

町
内
～
広
島
市
内
間
（
終
点
：
広
島
バ
ス
セ

　

ン
タ
ー
ま
た
は
広
島
新
幹
線
口
）

〈
対
象
路
線
〉

　

◦
広
島
電
鉄
（
三
段
峡
線
）

　

◦
石
見
交
通
（
広
益
線
、
新
広
益
線
）

〈
受
付
場
所
〉

　

◦
本
庁
企
画
課

　

◦
加
計
支
所

　

◦
筒
賀
支
所

〈
注
意
事
項
〉

　

◦
中
学
生
は
、
申
請
書

　
　

に
「
保
護
者
署
名
」　

　
　

を
必
ず
記
入
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

◦
申
請
の
際
は
、
「
生

　
　

徒
手
帳
」
を
ご
持
参

　
　

く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、
運
行
回
数

が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
「
相
乗
り
率
」
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
「
あ
な
た
く
」
の
「
減
便
」
を
行
う
た
め
、
「
定
額

タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
回
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の
予
約
が
取
り
に
く
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
に
は
、
み
な
さ
ん
の

「
相
乗
り
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

９
月
23
日
、
町
内
に
空
き
家
を
所
有
さ
れ

る
方
を
対
象
に
「
空
き
家
の
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

８
組
の
方
が
参
加
さ
れ
、
宅
地
建
物
取
引

士
、
司
法
書
士
な
ど
の
相
談
員
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
来
町
が
難
し
い
遠
方

の
人
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
何
を
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
困
っ
て
い
た
。
家
が
傷
む
前

に
、
１
つ
ず
つ
出
来
る
こ
と
を
進
め
て
い
き

た
い
」
「
親
族
で
話
し
合
う
前
に
ア
ド
バ
イ

ス
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

個
別
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も
可
能
で
す
の
で
、
遠
方

の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先／企画課　☎28−1972町内公共交通
定額タクシー（運行回数・相乗り率）

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分
500

11.0%
10.0%

12.0%
13.0%
14.0%
15.0%
16.0%
17.0%
18.0%
19.0%
20.0%
21.0%

600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500
1,600

（回数） （割合）

947
982 1,028

954

1,116

1,413

1,335

1,441
1,505

20.4%

16.4%

19.7%

14.4%

19.1%

14.8%

17.5%

14.0%

16.8%

14.0%

1,370

令和４年度運行回数
令和４年度相乗り率

令和５年度運行回数
令和５年度相乗り率

地域通貨moricaプレミアムポイントキャンペーン

空
き
家
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課

　

☎
２
８−

２
１
１
２

運行回数が増えるにつれて、
相乗り率が下がっています!
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地域通貨moricaプレミアムポイントキャンペーン
地域経済の活性化を目的としたキャッシュレス事業です

ポ イ ン ト 上 限 額
　（お一人様）　

ポイント利用期限

還元されたポイントは次のお買い物をした時に１ポイント＝１円として自動的に利用されます。
ポイント利用分には 20％のポイント還元はありません。
（例）5,000円分のお買い物を２回した場合
　　　① 5,000円分のお買い物すると1,000ポイントが還元されます。
　　　② 次に5,000円分のお買い物すると前回還元された1,000ポイントを自動的に利用するため、
　　　　 残り4,000円分の利用に対して800ポイントが還元されます。

お買物50,000円に対し20%の10,000円分

2024年2月29日㈭まで

◦moricaを使ってお買い物やタクシーを利用すると決済額の20％分
　のポイントを即時に還元します。（１ポイント未満切り捨て）
◦上限10,000ポイントまでは何回でも還元されます。
◦還元されたポイントは、加盟店で決済後のレシートまたはアプリで確認できます。
　（現金チャージ機のレシートと残高照会画面には表示されません。）
◦期間限定マネー（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金分）および還元されたポイント
　を利用してもキャンペーンポイントは還元されません。
◦有効期限の近い期間限定マネーとポイントから優先的に利用されますのでご了承ください。
◦キャンペーン期間中も現金チャージ額に対して２％分の電子マネーを付与します。

現金チャー現金チャージジ2％2％も付与しますも付与します

ポイント還元期間 2023年10月23日㈪から12月25日㈪
キャンペーン期間中であっても予算上限に達し次第終了となります

注意事項

期間中に期間中にmoricamoricaでで
お買い物するとお買い物すると

2020%%%%

iPhone Android加盟店一覧 スマホアプリ
ダウンロード

ポポイントイントがもらえるがもらえるポポイントイントがもらえるがもらえる



全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

児
童
生
徒
の
学
力
・
意
識
等
の
状
況

児
童
生
徒
の
学
力
・
意
識
等
の
状
況

小学校 中学校
国語 算数 国語 数学 英語 英語

（話すこと）

安芸　
太田町 63 54 69 41 42 22

広島県 69 64 70 49 43 12

全　国 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6 12.4

こ
の
調
査
で
は
児
童
生
徒
の
意
識
調
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
デ
ー
タ
で
特
徴
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることは
どれくらいありますか　　　　　　　　　　　

（よくある・ときどきあると答えた子どもの割合）

91.0

83.5

86.8

80.0

91.3

85.0

87.1

83.0

93.9

93.9

94.0

84.8

自分には、よいところがあると思いますか
（当てはまる・どちらかといえば、当てはまると答えた子どもの割合）

　

子
ど
も
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
関
わ
り
合
い
の
中
で
自
分
の
役

割
を
果
た
し
、
友
達
・
保
護
者
・

地
域
の
方
・
先
生
な
ど
に
認
め
ら

れ
る
経
験
を
数
多
く
し
て
き
た
結

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

75％

70％

80％ 85％

75％

90％

80％

95％

85％ 90％ 95％

100％

100％

〇
小
学
校
の
学
力
に
つ
い
て
は
、
国
語
・
算
数
と
も
県
や
全

　

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

〇
中
学
校
の
学
力
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
話
す
こ
と
調
査
で

　

は
県
や
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
国
語
・
数

　

学
・
英
語
で
は
県
や
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

○
今
後
、
各
校
で
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　各学校では、調査結果を受
け、児童生徒の実態把握に基
づいた取り組みを引き続き行
います。
　各校の取り組みについては、
各学校のホームページなどを
ご覧ください。

　

４
月
18
日
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、
調

査
結
果
が
７
月
末
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の
小
学
校
６
年
生
、
中
学
３

年
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

全 国

全 国

全 国

全 国

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

令和５年度　全国学力・学習状況調査

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
で
、
子

ど
も
が
不
安
・
孤
独
を
感
じ
な

い
よ
う
、
あ
た
た
か
く
積
極
的

に
子
ど
も
と
関
わ
り
合
い
、
子

ど
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
環
境
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
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93.9

91.2

93.8

91.7

87.9

90.9

外国の人と友達になったり、外国のことについて
もっと知ったりしてみたいと思いますか

（当てはまる・どちらかといえば、当てはまると答えた子どもの割合）

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表しましたか
（発表していた・どちらかといえば、発表していたと答えた子どもの割合）

50％

50％ 55％

55％ 60％ 65％ 70％ 75％ 80％ 85％

60％ 65％ 70％ 75％ 80％ 85％

80％ 85％ 90％

90％

90％

95％ 100％

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

全 国

全 国

全 国

全 国

全 国

全 国

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

朝食を毎日食べていますか
（当てはまる・どちらかといえば、当てはまると答えた

子どもの割合）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

こ
の
他
「
毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時

刻
に
寝
て
い
る
」
「
毎
日
、
同
じ
く
ら

い
の
時
刻
に
起
き
て
い
る
」
と
答
え
る

児
童
生
徒
の
割
合
も
、
全
国
も
し
く
は

県
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
、
学
び
の

土
台
と
な
る
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

「
本
町
で
は
、
３
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
が
、
保
・
小
・
中
の

教
職
員
と
と
も
に
、
英
語
を
教
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
外
国
の
文
化
・
言
語
に
触
れ

る
機
会
を
確
保
し
、
多
様
な
文
化
を
受

け
入
れ
、
興
味
を
持
つ
子
ど
も
を
育
て

る
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
町
の
学
校
が
14
年
前
か
ら
、
全
国

の
学
校
や
教
育
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

（
Ｃｏ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
）
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
協
調
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
で
、

他
者
と
対
話
し
な
が
ら
、
協
調
的
に
学

ぶ
中
で
、
客
観
的
・
論
理
的
な
内
容
に

な
る
よ
う
話
し
方
の
工
夫
を
意
識
し
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
・
学
校
は
、
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
後
も
家
庭

・
地
域
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
が
自
ら
学
び
・
育
つ

こ
と
を
支
援
し
、
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

72.5

63.7

66.8

62.1

72.4

61.4

66.1

57.3

81.8

72.7

75.7

78.7
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「
加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
」
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
が
決
定
！

　

加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
イ

ン
タ
ー
化
が
９
月
８
日
に
「
新
規
事
業
化
箇
所
」

と
し
て
正
式
に
国
土
交
通
省
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
28
日
に
は
、
連
結
許
可
書
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
三
次
河
川
国
道
事
務
所
の
北
木
所
長
か
ら
橋

本
町
長
と
中
本
議
長
へ
連
結
許
可
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
と
協
定
を
交
わ

２
０
２
３
特
別
国
民
体
育
大
会

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
へ
出
場
！

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
に
開

催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
第
75
回
国
民

体
育
大
会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
」
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
見
送
り

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年

（
２
０
２
３
年
）
に
特
別
国
民
体
育

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
へ
加
計
高
校
射
撃
部
３

年
生　

松ま
つ

枝え
だ

友ゆ
う

輝き

さ
ん
、
平ひ

ら

田た

莉り

菜な

さ
ん
、
２
年
生　

新あ
ら

井い

悠は
る

斗と

さ
ん
、

一い
ち
や
な
ぎ
柳
ハ
ン
ナ
さ
ん
、
同
部
顧
問
の
林は

や
し

克か
つ

也や

先
生
の
５
名
が
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
へ
は
昨
年

大
会
に
引
き
続
き
、
修
道
地
域
出
身

の
清き

よ

胤た
ね

慶よ
し

英ひ
で

さ
ん
が
種
目
「
エ
ペ
」

へ
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

出
場
さ
れ
る
選
手
の
み
な
さ
ん
の

活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

◎
ラ
イ
フ
ル
射
撃
（
10
月
８
日
～
11
日
）

◎
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
（
10
月
８
日
～
11
日
）

※
昭
和
21
年（
１
９
４
６
年
）の
第
１

　

回
大
会
か
ら
続
く
「
国
民
体
育
大

　

会
」
と
い
う
名
称
は
、
令
和
６
年

　
（
２
０
２
４
年
）の
佐
賀
大
会
か
ら

　

「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
名
称

　

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

連結許可書伝達式
左から北木所長、橋本町長、中本議長
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し
て
詳
細
な
設
計
を
行
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

必
要
な
協
議
を
実
施
し
、
用
地
買
収
や
支
障
物
移

転
な
ど
の
調
整
を
進
め
、
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

新
規
事
業
化
後
も
工
事
着
手
ま
で
に
時
間
を
要

し
、
工
事
も
長
期
間
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
利
用
開
始
の
時
期
は
未
定
で
す
。

　

今
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
町
民

の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

フルインター化のイメージ図（案）フルインター化のイメージ図（案）



山
県
防
犯

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月
21
日
、
北
広
島
町
の
ど
ん
ぐ
り
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
山

県
防
犯
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
安
芸
太
田
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
出
場

し
、
見
事
２
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
イ
ー
ク

生
徒
感
想
（
抜
粋
）

【
加
計
中
】

・
３
日
間
で
こ
れ
だ
け
疲
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
毎
日
仕

　

事
を
し
て
い
る
人
は
本
当
に
大
変
だ
し
、
疲
れ
を
見
せ

　

て
い
な
い
の
が
す
ご
い
と
思
っ
た
。

・
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た
い
。

【
安
芸
太
田
中
】

・
誰
か
の
た
め
に
働
く
こ
と
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
わ
か

　

っ
た
と
思
う
。
将
来
に
つ
い
て
ち
ゃ
ん
と
考
え
よ
う
と

　

思
い
ま
し
た
。

・
は
じ
め
は
不
安
で
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
積
極

　

的
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い

　

た
ら
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

町
内
中
学
校
２
年
生
が
８
月
21
～
23
日
、
町
内
各
事
業
所
で
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
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20

会会動動運運大大のの秋秋
戸
河
内
小
学
校

戸
河
内
小
学
校

認
定
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち

認
定
こ
ど
も
園
と
ご
う
ち

加
計
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ

加
計
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ

　

９
月
９
日
、
戸
河
内
小
学
校

「
運
動
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
来
賓
の
皆
様
を

お
招
き
し
、
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

「
最
後
ま
で　

心
一
つ
に　

全

力
で
！
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
練
習
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
番
は
、
練
習
以
上
の
力
を

出
し
切
っ
た
子
ど
も
達
。
最
高

の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

「「
最
後
ま
で　

心
一
つ
に　

全
力
で
！
」

最
後
ま
で　

心
一
つ
に　

全
力
で
！
」

　残暑が残る 9月、町内の認
定こども園、小学校で運動会
が開催されました。
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10月29日㈰ 8:30～13:30（受付 8:30～）

深入山グラウンド・ゴルフ場

第11回安芸太田町民グラウンド・ゴルフ大会を開催します!

と　き

ところ

◆参加資格／町内に在住または町出身者、町内へお勤めの方など
◆参 加 費／無料
◆申込方法／参加される場合には、参加申込書を下記申込先に提出してください。
　　　　　　また、FAXまたはメールでも申し込みもできます。
　　　　　　【申込先】・安芸太田町教育委員会　教育課　生涯学習係
　　　　　　　　　　　　☎22−1212　FAX22−1166　E-mail:kyoiku@town.akiota.lg.jp
　　　　　　　　　　　・筒　 賀　 公　 民　 館　☎32−2601   FAX32−2776
　　　　　　　　　　　・町立図書館戸河内分室　☎28−1966　FAX28−7950
◆申込締切／10月18日㈬

※少雨決行（ただし雨天中止。その場合、防災行政無線で周知）

　町民のみなさんの親睦と交流や健康増進を目的として、安芸太田町民グラウンド・ゴルフ大会を開催し
ます。はじめての人も大歓迎、ふるっての参加をお待ちしています!!

●問い合わせ先／安芸太田町教育委員会　教育課　生涯学習係　☎︎22−1212

30代・40代位独身男女　各12名まで
※応募状況により抽選となる場合があります。

男性は町内在住もしくは町内に勤務し
ている人限定

自己紹介タイム・ランチはリゾー自己紹介タイム・ランチはリゾートBBQトBBQ
湖畔でカヌーツーリング・グランピング湖畔でカヌーツーリング・グランピング
スイーツバイキングでフリータイムなどスイーツバイキングでフリータイムなど
最後最後ののマッチンマッチング投票でカップル誕グ投票でカップル誕生生!!

1111月月2323日日㈷㈷（（雨天決行）雨天決行）

1010::3030～～1616::3030

温井温井ダムリゾーダムリゾートト周辺周辺

３,０００円
❶❸

❷❹

日　　時

場　　所

参 加 費

年齢・募集人数

参加条件

内　　容

●問い合わせ先
　企画課 ☎28－2112

出会い ・ 婚活イベント開催！出会い ・ 婚活イベント開催！
「あきおお「あきおおたた dede 恋恋するグランピング」するグランピング」

温井ダムリゾートで、グランピングや湖畔カヌーを楽しみながら、「出会い」をサポー温井ダムリゾートで、グランピングや湖畔カヌーを楽しみながら、「出会い」をサポートト!!
 　この機会に「出会いの１歩」を踏み出しましょう！ 　この機会に「出会いの１歩」を踏み出しましょう！

イベント詳細
はこちら　　

参加申込は
こちらから



ダウンロード
はこちら！

アンドロイド

山県警察署
☎22−0110

　

広
島
県
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
、
「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
ま
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
よ
り
、
全
国
地
域
安
全
運
動
の
初
日
で
あ
る
10
月
11
日

を
「
減
ら
そ
う
犯
罪
の
日
」
と
定
め
、
犯
罪
の
防
止
や
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
地
域
安
全
運
動
実
施
期
間

　

令
和
５
年
10
月
11
日
㈬
か
ら
10
月
20
日
㈮
ま
で
の
10
日
間

◆
「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
広
島
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
広
報
用
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

◦
防
犯
の
こ
と
も
っ
と
し
っ
か
り
か
ん
が
え
よ
う
！

　

◦
広
島
県
人
は
、
放
っ
と
け
ん
人

◦
電
話
で
お
金
の
話
は
詐
欺
！

◦
詐
欺
電
話
を
受
け
な
い
た
め
に
非
通
知
着
信
拒
否
・
留
守
番
電
話
の
活
用
や

　

防
犯
機
能
付
き
電
話
に
取
り
替
え
を
！

◦
即
断
よ
り
相
談
！

◦
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
で
身
近
な
場
所
の
犯
罪
発
生
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
歩
行
中
の
イ
ヤ
ホ
ン
の
使
用
や
歩
き
ス
マ
ホ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

10
月
11
日
は
【
減
ら
そ
う
犯
罪
の
日
】

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せｉＯＳ
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事業者名 登録番号
安芸太田町（一般会計） T8000020343684

安芸太田町簡易水道事業特別会計 T6800020005909

安芸太田町農業集落排水事業特別会計 T8800020005907

安芸太田町特定環境保全公共下水道事業特別会計 T7800020005908

安芸太田町筒賀財産区 T6000030340120

インボイス制度
（適格請求書）

　10月１日から始まる制度で、売手が買手に対して、
正確な適用税率や消費税額等を伝えるもので、請求書
・納付書等に「登録番号」、「適用税率」および「消費
税額等」を記載された書類をいいます。

●適格請求書発行事業者名称および登録番号
　安芸太田町では、事業者登録が必要な各会計の適格請求書発行事業者登録番号を取得しましたの
　で、次のとおりお知らせします。

●問い合わせ先／総務課（財政管財係）☎28−2113　　建設課（上下水道係）☎28−1963

●上下水道料金の対応
　10月からインボイス対応の検針票、納付書等に変更しますので、ご確認ください。
　事業所等で、別途、適格請求書の交付が必要な場合は建設課へご依頼ください。
●その他の対応
　事業所等で、適格請求書の交付が必要な場合は、各取引の担当課へご依頼ください。
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町
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

　
　
　
　
　
防
接
種
の
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
効
果
や
副
反
応
に

つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
医
師
と
相
談
し
た

う
え
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
は
同
時
に
接
種
が

　
可
能
で
す
が
、
接
種
す
る
病
院
に
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。

対
象
者
（
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
）

助
成
を
行
う
医
療
機
関 

接
種
料
金
（
自
己
負
担
金
額
）

助
成
対
象
期
間

医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

償
還
払
い
に
つ
い
て

⃝

65
歳
以
上
の
人
（
令
和
５
年
12
月
31
日
時
点
）

⃝

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
身
体
障
害
者

　
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
人

⃝

生
後
６
か
月
か
ら
中
学
生
以
下
の
人

※
12
歳
以
下
の
人
は
２
回
接
種

⑴　
町
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
林
ク
リ
ニ
ッ
ク

⑵　
⑴
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は

　
　
償
還
払
い
と
し
ま
す
。

⃝

１
回
あ
た
り
１
，０
０
０
円

※
右
記
⑴
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
人
に

　
つ
い
て
は
、
接
種
料
金
を
全
額
自
己
負
担
後
、

　
償
還
払
い

⃝

令
和
５
年
10
月
16
日
か
ら
令
和
６
年
１
月
31

　
日
ま
で

※
各
医
療
機
関
に
よ
り
、
接
種
開
始
日
、
時
間
な

　
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

保
険
証

⃝
身
体
障
害
者
手
帳（
お
持
ち
の
人
）

⃝
母
子
健
康
手
帳（
中
学
生
以
下
の
人
）

⃝

町
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
以

　
外
で
接
種
し
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
後
、

　
領
収
書
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
わ

　
か
る
記
載
が
あ
る
も
の
）
お
よ
び
振
込
先
の

　
わ
か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
本
庁

　
お
よ
び
各
支
所
、
安
野
出
張
所
、
健
康
福
祉

　
課
の
窓
口
で
払
い
戻
し
の
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

⃝

償
還
払
い
の
で
き
る
申
請
期
間
は
、
令
和
５

　

年
10
月
16
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　

で
す
。

　
（
１
回
目
…
４
，０
６
０
円
、
２
回
目
…
２
，５

　
２
０
円
を
上
限
に
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

費
用
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

運
動
健
康
指
導
士
が
行
う
運
動

教
室
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
費
用
は
無
料
で
す
。

●申込み・問い合わせ先／健康福祉課　☎22−0196

と　　き と　こ　ろ 教　室　名 備　　考

10月19日㈭
14：00～16：00

保健・医療・福祉統括
センター 2F

ハッピーバランス
（昼）

10月19日㈭
18：00～20：00

保健・医療・福祉統括
センター 2F

ハッピーバランス
（夜）

10月20日㈮
18：00～20：00 筒賀福祉センター 2F かがやきクラブ

10月24日㈫
13：30～15：30 旧津浪小学校 津浪丸山元気会 室内シューズ

10月25日㈬
10：00～12：00 安野ふれあいセンター 安野あゆみ会 室内シューズ

10月27日㈮
13：30～15：30 殿賀ふれあいプラザ 殿賀水仙グループ 室内シューズ

運動教室無料体験会のお知らせ



●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

　

２
０
２
３
年
度
広
島
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
合
同
Ｗ
Ｅ
Ｂ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

新型コロナワクチン
令和5年秋接種を実施中

●問い合わせ先／健康福祉課　☎22−0196

《
対　
　

象
》

　

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
接
種
）
を
終
了
し
た

　

生
後
６
か
月
以
上
の
人

《
接
種
間
隔
》

　

前
回
接
種
か
ら
３
か
月

《
接
種
券
》

◦
昨
年
９
月
以
降
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
接

　

種
し
た
人
に
は
、
随
時
接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
少
な
く
、
供
給
に
合
わ
せ

　

て
送
付
す
る
た
め
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理

　

解
く
だ
さ
い
。

◦
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
未
接
種
で
、
今
回
対

　

象
と
な
る
人
は
、
以
前
配
布
し
て
い
る
お
手
持
ち
の
接

　

種
券
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
最
近
転
入
し
た
人
や
紛

　

失
し
た
場
合
は
、
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
て
、

　

接
種
券
の
再
発
行
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
予　
　

約
》

◦
７
月
末
ま
で
に
、
町
内
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

　

ン
を
接
種
し
た
、
65
歳
以
上
の
人
は
、
接
種
日
・
場
所

　

を
指
定
し
た
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
を
同
封
し
ま
す
。

◦
そ
の
他
の
人
は
、
ご
自
身
で
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
少
な
い
た
め
、
努
力
義
務
の
対
象
と

　

な
る
65
歳
以
上
の
人
を
優
先
し
て
予
約
枠
を
設
け
て
い

　

ま
す
。
64
歳
以
下
の
人
の
予
約
枠
が
少
な
い
た
め
、
お

　

急
ぎ
の
場
合
は
広
域
接
種
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

★
接
種
券
の
発
行
・
町
内
で
の
接
種
予
約
に
つ
い
て

　

予
約
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２−

２
６
２−

７
２
６
０
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テ ー マ
私たちは認知症の人の何を、どのように支援
したらいいのだろう

講　　師 繁田　雅弘 先生
（東京慈恵会医科大学　精神医学講座教授）

日　　時 10月27日㈮　18時30分～20時30分

形　　式 オンライン（ZOOM）

対　　象 認知症に関わる人、関心がある人

参 加 費 無料

申込方法

①右記の二次元コードを読み取り、必要
　事項を入力して登録してください。
②二次元コードを読み取れず申込ができ
　ない場合やインターネット環境が整っ
　ていない場合には、地域包括支援セン
　ターにて視聴ができるので、電話で申
　し込みしてください。（先着20人）

申込期限 ①の締切…10月12日㈭　②の締切…10月20日㈮
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介護保険サービス介護保険サービスのの利用利用についてについて

～ 居宅介護 （予防） 福祉用具の貸出、購入について～～ 居宅介護 （予防） 福祉用具の貸出、購入について～

介護保険サービス介護保険サービスのの利用利用についてについて

～ 居宅介護 （予防） 福祉用具の貸出、購入について～～ 居宅介護 （予防） 福祉用具の貸出、購入について～

まずは相談!

　介護保険では、要支援・要介護認定を受けた人が利用できるサービスとして、福祉用具の貸出

（レンタル）、福祉用具の購入費の支給を行っています。

　どちらのサービスも、つぎのことにご注意ください。

□支給対象となる福祉用具 

①手すり（取り付け工事が不要なもの）

②スロープ（取り付け工事が不要なもの）

③歩行器

④歩行補助杖

※右記の⑤〜⑫は（原則）貸出できません。

□支給対象となる福祉用具

□福祉用具購入費の支払方法

○福祉用具の購入費用は、いったん全額自己負担になります。

○ご本人の体の状況にあった福祉用具が必要です。購入前に必ずケアマネジャーに相談してください。

○購入後に領収書などを添えて申請を行い、給付対象であれば申請上限額（10万円）内で購入費の９割、

　または一定以上の所得のある人は８割、７割相当額を町からお支払いします。

□購入費の給付

○支給限度額は、年間10万円までです。

　（毎年４月１日から１年間 )

○広島県指定事業所での購入のみ対象です。

○同じ種目の支給は（特別な事情がある場合を除き）

　購入した年度に関係なく原則として１度です。

□費用のめやす

○介護保険における月々の「在宅サービス」支給限度額の

　範囲内で利用できます。

○実際にかかった費用の１割、または一定以上の所得があ

　る人については、２割、３割の自己負担額となります。

貸　出
（レンタル）

購　入

要介護２以上の認定を受けた人が
貸出できる福祉用具　　　　　　

⑤車いす（自走用、介助用など）

⑥車いす付属品

⑦特殊寝台（リクライニングベッドなど）

⑧特殊寝台付属品（マットレスなど）

⑨床ずれ防止用具（エアマットなど）

⑩体位交換器（起きあがり補助装置を含む）

⑪認知症老人徘徊感知機器

⑫移動用リフト（つり具を除く）

要支援１・２、要介護１の認定を
受けた人が貸出できる福祉用具　

＊福祉用具の貸与や購入を考え

　られる場合は、まずケアマネ

　ジャー（介護支援専門員）に

　ご相談ください。

●詳しくは健康福祉課（☎25−0250）またはケアマネジャー（介護支援専門員）にお問い合わせください。

①腰掛便座

②簡易浴槽

③自動排泄処理装置の交換可能部品 部品 

④移動用リフトのつり具の部分

⑤入浴補助用具（浴槽内椅子や手すりなど）

車いすやベッドなど日常生活の自立を助ける用具を貸与（レンタル）するサービスです。
福祉用具の貸与（レンタル）手続き後、定期的に利用されている状況の確認を行います。

入浴やトイレで使う福祉用具については、購入にかかった費用の９割、または８割、７割
を「福祉用具購入費」として払い戻しが受けられます。

　●入院中または施設に入所中の人は、利用できません。

　●介護保険で利用できる用具の種類が決まっています。	

　●利用できる事業所が指定されています。

　●要介護度によって、利用できる福祉用具の種類が違います。

　※原則として、要支援・要介護認定決定後に申請することができます。



「
誰
か
」
の
こ
と

じ
ゃ
な
い
。

令
和
５
年
度　
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー　

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

人
権
問
題
の
解
決
に
は
正
し
い
理
解
と
関
心
を

人
権
問
題
の
解
決
に
は
正
し
い
理
解
と
関
心
を

−−

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の
解
決
に
向
け
て

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の
解
決
に
向
け
て

−−

高
年
齢
者
雇
用
支
援
月
間

1
日　

国
際
高
齢
者
デ
ー

10月

人権
カレンダー

　

同
和
問
題
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強
い
ら
れ
、
日
常
生
活
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
を
受
け
る
な
ど
、
わ
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

政
府
の
特
別
対
策
に
よ
り
生
活
環
境
な
ど
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
教
育
・

啓
発
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
心
理
的
差
別
に
つ
い
て
も
そ
の
解
消
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
身
元
調
査
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
心
な

い
書
き
込
み
な
ど
の
偏
見
や
差
別
事
案
が
後
を
絶
た
ず
、
同
和
問
題
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
８
月
に
内
閣
府
が
行
っ
た
「
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調

査
」
で
は
、
部
落
差
別
等
の
同
和
問
題
を
知
ら
な
い
人
は
、
１
０
．
６
％
。

　

ま
た
、
「
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
き
っ

か
け
は
何
か
ら
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
家
族
・
親
戚
や
近
所
、
職

場
の
人
や
友
達
か
ら
聞
い
た
と
答
え
た
人
が
約
２
５
．
３
％
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
本
な
ど
と
答
え
た
人
が
約
１
５
．
５
％
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
と
答
え
た
人
は
約
３
．
１
％
で
し
た
。
人
か
ら
聞
い

た
う
わ
さ
な
ど
に
よ
っ
て
初
め
て
同
和
問
題
を
知
っ
た
人
が
、
誤
っ
た

認
識
を
持
た
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く
理
解
し
、
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
権
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
人
権
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

誰
も
が
わ
だ
か
ま
り
な
く
、
心
を
ひ
ら
い
て
人
権
問
題
や
差
別
の
こ

と
を
話
し
合
い
、
差
別
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
芸
太
田
町

人
権
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！
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人権に関する相談　一人で悩まず相談してください。

　

皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
学
び
あ

う
た
め
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日時・場所

10月24日（火）
13：30～15：45

川・森・文化・交流センター

内容・講師

『部落差別について』
講師／（一社）山口県人権啓発センター

　　　事務局長　川口　泰司 様

みんなの人権110番

子どもの人権110番

女性の人権ホットライン

0570−003−110全国共通
人権相談ダイヤル

全国共通
通話料無料

全国共通

0120−007−110
0570−070−810
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不
法
投
棄
は
犯
罪
行
為
で
す

不
法
投
棄
は
犯
罪
行
為
で
す

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に

　

不
法
投
棄
と
は
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、
ご
み
（
一

般
廃
棄
物
・
産
業
廃
棄
物
）
を
山
林
、
原
野
、
道
路

沿
い
や
河
川
沿
い
な
ど
に
捨
て
る
ま
た
は
埋
め
る
行

為
を
い
い
ま
す
。

　
「
少
し
な
ら
環
境
に
影
響
も
な
い
だ
ろ
う
」「
誰
も

見
て
い
な
い
」
そ
う
い
っ
た
考
え
の
一
部
の
心
無
い

人
に
よ
り
山
林
や
河
川
沿
い
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
が

繰
り
返
さ
れ
、
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
美
し
い
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、

悪
臭
や
害
虫
の
発
生
、
有
害
物
質
の
漏
洩
に
よ
る
水

や
土
の
汚
染
、
河
川
か
ら
海
へ
の
流
出
に
よ
る
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
な
ど
、
周
囲
に
多
大
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
そ
の
行
為
者
が
も
ち
ろ
ん
悪
い
の

で
す
が
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ご

み
を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
定
期
的
な
見

回
り
や
、
管
理
す
る
土
地
の
草
刈
り
を
行
っ
た
り
、

土
地
の
周
り
に
柵
を
設
置
す
る
な
ど
の
防
止
策
を

講
じ
た
適
正
な
土
地
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
私
有
地
へ
不
法
投
棄
さ
れ

　

た
場
合
、
行
為
者
が
特
定

　

で
き
な
け
れ
ば
投
棄
さ
れ

　

た
ご
み
は
土
地
の
管
理
者

　

（
所
有
者
）
が
処
理
す
る

　

こ
と
と
な
り
、
そ
の
処
理

　

費
は
管
理
者
（
所
有
者
）

　

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

　

に
関
す
る
法
律
第
５
条
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
☎
２
３−

１
１
２
０

安
芸
太
田
町
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
事
業

Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業

　

本
町
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
良
猫

の
頭
数
を
減
ら
す
た
め
、
対
象
の
野
良
猫

に
不
妊
手
術
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る

事
業
【
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
】
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
受
付
が
集
中
す
る
と
、
事
業
を
一
時
打
ち
切

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
冬
季
等
、
手
術
後
猫
の
負
担
が
大
き
い
場
合

　

に
は
、
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
の
問
い

　

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
去
勢
手
術
済
み
の
目
印
と
し
て
耳
先

　

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

　

と
で
、
２
度
捕
獲
し
て
し
ま
う
リ
ス

　

ク
を
避
け
る
こ
と
が
で
ま
す
。

　

（
オ
ス
左
耳
・
メ
ス
右
耳
）

◆
Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
は
？

　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
ト
ラ
ッ
プ
）

　
　

捕
獲
す
る
こ
と

　

Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
ニ
ュ
ー
タ
ー
）

　
　

不
妊
手
術
の
こ
と

　

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
（
リ
タ
ー
ン
）

　
　

猫
を
も
と
の
場
所
に
戻
す

◆
猫
の
捕
獲

　

町
か
ら
猫
用
の
檻
を
貸
し
出
し
、
依
頼

者
本
人
に
設
置
・
捕
獲
し
て
も
ら
い
ま
す
。

◆
病
院
へ
の
搬
入

　

猫
の
捕
獲
が
済
み
ま
し
た
ら
、
担
当
者

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

担
当
者
が
病
院
へ
搬
入
し
、
手
術
が
終

わ
り
次
第
、
元
居
た
場
所
へ
放
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１



一般社団法人 地域商社あきおおた
〒731−3664 安芸太田町大字上殿632–2

　☎28–1800 FAX28–1843

〔あきおおたDMO〕【道の駅来夢とごうち】

地域商社あきおおた通信　第52号 https://cs-akiota.or.jp

道の駅マルシェ
毎月第４日曜日

※なくなり次第終了

10月22日㈰
9:00～16：00

次
回

★
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
な
っ
た「
も
り
み
ん
」

　
が
箱
詰
め
に
⁉

　
こ
の
透
明
な
箱
の
中
に
、
も
り
み
ん
が
何
匹
（
み
ん
）
入
っ

て
い
る
か
、
８
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
期
間
、
ク
イ
ズ
形
式

で
出
題
。
応
募
総
数
２
０
９
件
の
う
ち
「
ぴ
っ
た
り
賞
」
は
な

ん
と
２
名
！
「
ぴ
っ
た
り
賞
」
の
方
に
は
「
駅
長
セ
レ
ク
シ
ョ

ン 

秋
の
味
覚
セ
ッ
ト
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
も
り
み
ん
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ニ
ア
ピ
ン
賞
」
は
５
名
で
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
と
非
売
品「
も
り
み
ん
タ
オ
ル
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
次
回
の
「
も
り
み
ん
イ
ベ
ン
ト
」
も
お
楽
し
み
に
♪

TOPIX
【
森
林
セ
ラ
ピ
ー
R
】

●
産
業
医
認
定
研
修
の
実
施

＠
龍
頭
峡
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

　

９
月
２
日
に
、
産
業
医
に
な
る
た
め
の

単
位
認
定
研
修
と
し
て
、
龍
頭
峡
セ
ラ
ピ

ー
ロ
ー
ド
で
実
地
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
18
名
で
、
各
企
業
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
健
康
経
営
企
業
新
入
社
員
研
修

　

企
業
の
健
康
経
営
に
着
目
し
、
社
員
の

健
康
維
持
を
目
的
と
し
て
、
近
年
は
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
R
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
22
日
に
は
、
龍
頭
峡
セ
ラ
ピ
ー
ロ

ー
ド
で
企
業
の
新
入
社
員
研
修
と
し
て
、

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
R
」
の
受
入
れ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
実
際
に
森
林
が

も
た
ら
す
健
康
効
果
を
体
験
す
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
強
化

ク
イ
ズ 

な
ん
「
み
ん
」
か
な
⁉

今回も島根県大田市から鮮魚を出店
予定です。皆様のご来店をお待ちし
ております‼

「あきおおた
里山ガイド」

募集のお知らせ

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」の
取
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
♪
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この箱の中に「もりみん」は丁度
600匹（600みん）いました♪

第3回つつが大銀杏マルシェ開催!
（主催：筒賀大銀杏マルシェ実行委員会）

　

道
の
駅
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
連
絡
協
議
会
で
は
、

以
前
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
前

の
食
事
ス
ペ
ー
ス
の
日
よ
け
に
つ
い
て
、
常
設
型
の

日
よ
け
テ
ン
ト
２
張
り
、
仮
設
テ
ン
ト
２
張
り
を
組

み
合
わ
せ
て
、
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

小
雨
や
日
照
り
が
厳
し
い
時
期
に
も
、
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
前
に

常
設
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し
た
！

す
る
た
め
の
共
同
作
業
を
行
う
な
ど
の
取

組
み
を
し
ま
し
た
。

【
観
光
ガ
イ
ド
】

●
安
芸
太
田
中
学
校
・
加
計
中
学
校

　

合
同
合
宿

　

９
月
７
日
～
８
日
に
、
町
内
中
学
校
１

年
生
の
合
同
合
宿
が
、
１
泊
２
日
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
日
は
三
段
峡
、
８
日
は
深
入
山
で
、

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」
の
観
光
案

内
を
受
け
て
、
歴
史
、
文
化
、
自
然
を
学

び
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

まずは興味がある、話を聞いてみたい
という方は、地域商社までお問い合わ
せいただくか、「あきおおたから」ホー
ムページからお問い合わせください。

■日時／10月7日㈯～11月12日㈰
　　　　毎週土・日…10時～15時
■場所／「筒賀の大銀杏」となり
【出店・販売予定】
⃝棚田カフェ イニミニマニモ…米粉クッキー
⃝筒賀にじいろ農園…超新鮮ハウス野菜
⃝満じいの蕎麦工房…本格手打ちそば
⃝鍋山農園…枝豆の王様丹波黒大豆えだまめ
⃝その他…井仁の棚田米、紫黒米、菊芋、
　ゆず、祇園坊柿、地元野菜、手芸品 など

今年もマルシェを開催します。

ぜひお越しください♪



住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

令
和
３
年
に
筒
賀
に
移
住
さ
れ
た
、
横
本

さ
ん
夫
妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

企
画
課
☎
２
８−

２
１
１
２
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く
気
に
入
っ
た
の
が
こ
の
町
に
や
っ
て
き
た

き
っ
か
け
で
す
。

　

直
感
で
「
よ
し
！
こ
こ
に
決
め
よ
う
」
と
、

す
ぐ
に
購
入
を
決
め
ま
し
た
。
当
時
は
広
島

市
内
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
週
末
に
来
て
家

庭
菜
園
で
野
菜
を
育
て
る
ス
タ
イ
ル
を
４
年

ほ
ど
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｑ
現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て

　

移
住
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
仕
事

を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
『
ひ
ろ
し

ま
活
力
農
業
研
修
生
募
集
』
の
案
内
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ

れ
る
「
就
農
地
」
が
な
ん
と
自
分
の
家
の
目

と
鼻
の
先
で
あ
っ
た
た
め
、
「
こ
れ
も
運
命

か
な
」
と
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

役
場
の
方
と
も
偶
然
出
会
い
、
詳
し
く
話

を
お
聞
き
し
、
じ
っ
く
り
検
討
し
ま
し
た
。

妻
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
協
力
す
る
よ
」
と

言
っ
て
後
押
し
く
れ
た
の
で
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
「
就
農
」
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

Ｑ
ハ
ウ
ス
で
は
何
を
栽
培
し
て
い
ま
す

　

か
？

　

葉
物
野
菜
の
小
松
菜
と
水
菜
が
中
心
で
、

夏
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
も
挑
戦
し
、
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ
カ
ブ
を

育
て
ま
す
。

　

就
農
し
て
３
年
で
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
分
か

ら
ず
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。
野
菜
は
小
さ

な
気
候
変
化
に
よ
り
、
成
長
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
年
間
の
植
え
付
け
や
収
穫
に
お
い

て
、
筒
賀
地
域
に
最
も
適
し
た
効
率
の
良
い

パ
タ
ー
ン
を
模
索
し
て
い
ま
す
。　

　

運
搬
用
の
軽
ト
ラ
に
、
ガ
ッ
チ
リ
し
た
雨

よ
け
ボ
ッ
ク
ス
を
載
せ
て
い
ま
す
。
使
い
易

い
よ
う
カ
ス
タ
ム
さ
れ
て
い
て
お
気
に
入
り

で
す
。

Ｑ
お
野
菜
は
ど
こ
で
買
え
ま
す
か
？

　

「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム
つ
な
み
」
と
「
太
田

川
産
直
市
」
に
卸
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で

買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
！
筒
賀
の
ハ
ウ
ス
で

も
直
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
確
実
で
す
。

Ｑ
住
ん
で
み
て
驚
い
た
こ
と
は
何
で
す

　

か
？

　

ウ
リ
坊
、
あ
な
ぐ
ま
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
猿

な
ど
野
生
動
物
と
出
会
い
ま
し
た
。
動
物
園

み
た
い
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

被
害
は
な
い
で
す
が
、
自
宅
の
畑
が
危
な
い

の
で
対
策
が
必
要
で
す
ね
。
雪
も
慣
れ
ま
せ

ん
。
雪
か
き
し
な
が
ら
除
雪
車
に
感
謝
！

Ｑ
町
内
で
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

　

食
べ
歩
き
で
す
ね
。
町
内
の
お
食
事
処
は

ほ
と
ん
ど
行
き
ま
し
た
。
空
気
が
澄
ん
で
い

て
、
お
い
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
嬉
し
い
で

す
。
旅
行
が
趣
味
で
す
が
、
農
業
は
長
く
家

を
空
け
ら
れ
ず
、
１
泊
２
日
が
限
界
で
す
が

行
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

修
学
旅
行
の
受
入
れ
で
民
泊
も
始
め
ま
し

た
。
「
農
業
」
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
や

新
し
い
人
と
出
会
え
る
こ
と
が
、
ワ
ク
ワ
ク

・
ド
キ
ド
キ
‼
で
、
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

Ｑ
今
後
や
っ
て
み
た
い

こ
と
は
？　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

余
裕
が
で
き
た
ら
、
畑

　
　
　
　
　
　
　

を
お
借
り
し
て
「
つ
つ
が

　
　
　
　
　
　
　

大
銀
杏
マ
ル
シ
ェ
」
の
メ

　
　
　
　
　
　
　

ン
バ
ー
と
枝
豆
を
育
て
て

　
　
　
　
　
　
　

販
売
し
、
地
域
に
協
力
し

　
　
　
　
　
　
　

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

「
ヤ
ギ
」
を
飼
う
夢
も

　
　
　
　
　
　
　

持
っ
て
お
り
、
も
ろ
も
ろ

　
　
　
　
　
　
　

ろ
楽
し
み
で
す
（
笑
）。

Ｑ
安
芸
太
田
町
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　

移
住
前
は
広
島
市
内
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

何
で
も
便
利
で
賑
や
か
な
街
中
よ
り
、
以
前

か
ら
「
緑
の
多
く
て
静
か
な
場
所
」
で
暮
ら

し
た
い
な
と
『
田
舎
暮
ら
し
』
に
ず
っ
と
憧

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
空
き
家
バ
ン
ク
で
物
件
を
探
し
て

い
た
時
、
偶
然
今
の
住
居
と
出
会
い
、
す
ご
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●問い合わせ先／住民課　☎28－2116

　浄化槽は、微生物の働きによって、トイレや台所から出る生活排水をきれいな水にして川や海に
流すための設備です。
　浄化槽が水をきれいにするためには、微生物が働きやすい環境を整え、その環境を保つことが大
切です。この役割を担う【保守点検】【清掃】【法定検査】の３つの維持管理を正しく行い、みんな
できれいな水環境を守りましょう。
（３つの維持管理は浄化槽法で浄化槽管理者に義務づけられています。）

　浄化槽の処理機能が十分に発揮されているか、保守点検や清掃
を基準どおりに行っているか、浄化槽の使用上の注意を守ってい
るか、放流水が基準を満たしているかについて、県の指定した第
三者機関※ が公正中立に検査します。
※公益社団法人 広島県環境保全センター
　公益社団法人 広島県浄化槽協会
※広島県では10人槽以下の11条検査について２方式の検査（ガイ
　ドライン検査・効率化検査）を５年周期でローテーションする
　検査体制を採用

10月1日は「浄化槽の日」

●使用上の注意 ●3つの維持管理

●法定検査

「浄化槽の日」にちなみ、広島県と県内の市町では10月を
「浄化槽月間」と定めています。

◦機能診断
◦水の汚れ
　の検査 

◦汚泥等の
　引き抜き
◦洗浄 

清掃記録
（使用者は３年保管）

◦ポンプモーター
　の点検
◦薬剤の補充 

①保守点検の①保守点検の
委託委託

②②清掃の清掃の
委託委託

③法定検査の③法定検査の
受検受検

清掃記録
（使用者は３年保管） 清掃結果の報告



住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●本庁住民課　☎28−2116　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121

　60歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない場合や、40年の納付
済期間がないため老齢基礎年金を満額受給できない場合などで年金額の増額
を希望するときは、60歳以降でも国民年金に任意加入することができます。
（厚生年金保険、共済組合等加入者を除く）
　ただし、申出のあった月からの加入となり、遡って加入することはできま
せん。（60歳の誕生日の前日より任意加入の手続きをすることができます）

　次の①～④のすべての条件を満たす人が任意加入することができます。
①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の人
　※日本国籍を有しない人で、在留資格が「特定活動（医療滞在または医療滞在者の付添人）」や「特定活動
　　（観光・保養などを目的とする長期滞在または長期滞在者の同行配偶者）」で滞在する人を除く。
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない人
③20歳以上60歳未満までの保険料の納付月数が480月（40年）未満の人
④厚生年金保険、共済組合等に加入していない人
　上記の人に加え、次の人も加入できます。
　⃝年金の受給資格期間を満たしていない65歳以上70歳未満の人
　⃝外国に居住する日本人で、20歳以上65歳未満の人

　任意加入については、「外国に居住する日本人で、20歳以上65歳未満の人」を除き、保険料の納付方
法は、口座振替が原則となります。

　基礎年金番号通知書または年金手帳等の基礎年金番号を明らかにすることができる書類、預（貯）金
通帳および金融機関への届出印が必要です。

　付加保険料制度は、国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々400円）を納めることにより、
老齢基礎年金に付加年金が上乗せされる制度です。
　付加保険料を納めるためには、申し込みが必要であり、申し込みをした月分から付加保険料を納める
ことになります。
　任意加入および付加保険料のお手続きをご希望の人は、年金事務所または役場へお申し出ください。

●任意加入制度について

〈任意加入する条件〉

〈加入手続きの留意点〉

〈手続きに必要な持ちもの〉

●付加保険料制度について

ご存じですか？
国民年金の任意加入制度・付加保険料制度
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隊員だより隊員だより 114

「地域おこし協力隊」
は、総務省の事業で都市部
など地域外の人材を過疎地
域の新たな担い手として受
け入れ、地域力の維持と強
化を図る取組みです。　　

●
武
市
隊
員　
退
任
の
あ
い
さ
つ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
９
月
15
日
付
で
退
任
し

た
武た

け

市い
ち

香か
お

里り

で
す
。

　

地
域
商
社
あ
き
お
お
た
に
配
属
に
な
り
、
３
年

間
道
の
駅
や
産
直
市
の
運
営
、
特
産
品
開
発
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
内
事
業
者
の
方
や
生
産
者
の
方
を
中
心
に
町

内
の
方
た
ち
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
、
顔
を
合
わ

せ
れ
ば
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
町
で
過
ご
し
や
す
い
要
因
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
産
品
開
発
で
は
、
祇
園
坊
柿
商
品
を
中
心
に

新
し
い
商
品
を
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
を
得
な
が

ら
企
画
し
ま
し
た
。
安
芸
太
田
町
の
70
代
～
80
代

の
人
た
ち
は
私
が
知
っ
て
い
た
そ
の
年
代
の
人
た

ち
よ
り
ず
っ
と
元
気
で
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
何
か
新
し
い
も
の
を
作
り
た
い
と
や

る
気
に
満
ち
て
い
る
人
も
多
い
印
象
で
す
。

　

新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
安

芸
太
田
町
に
今
あ
る
も
の
を
引
き
続
き
残
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
の
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
で
、
顔
を
合
わ
せ
て
話

を
し
て
、
吸
収
で
き
る
頭
の
柔
ら
か
さ
が
あ
る
う

ち
に
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

任
期
後
は
引
き
続
き
安
芸
太
田
町
に
残
り
活
動

を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
繋
が
り

も
大
事
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
気
づ
き
を
く
れ
る

出
会
い
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
特
産
品
開
発
だ
け
で
な
く
、
町
内
で

行
う
ど
ん
な
活
動
も
、
町
の
皆
さ
ん
の
想
い
を
大

切
に
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。　

「特産品開発の商品」「道の駅来夢とごうち（就職先）」「趣味のトレイルランニング」

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
く
つ
ろ
げ
る
ロ

ビ
ー
の
椅
子
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

安
芸
太
田
中
学
校
で
は
、
学
校
で
の
学
び
を
地
域
社
会
の

貢
献
活
動
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
公
共
施
設
な
ど
で
誰
も
が
使
え
る
椅

子
の
デ
ザ
イ
ン
を
授
業
で
考
案
し
、
そ
の
内
の
一
つ
を
太
田

川
森
林
組
合
で
制
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

制
作
し
た
椅
子
は
、
３
年
生　

栗く
り

栖す　

凛り
ん

さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
で
、
８
月
28
日
に
安
芸
太
田
町
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
栗
栖
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
多
く
の
人
に
安
心
し
て
楽
し
く
使
っ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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国際交流だより国際交流だより

ひろしま環境の日
広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」
と定めています。まずは、できることから!! みんなで
エコな活動を率先して実践していきましょう。

11月4日（土）のテーマは

検査は事前予約が必要です。問い合わせ先にご連
絡ください。
◇検査日時／11月７日㈫・12月５日㈫
　　　　　　13時～15時
◇検査場所／広島県庁 農林庁舎1階診察室

（広島県西部保健所　広島支所内）
●問い合わせ先／広島県西部保健所 広島支所
　保健課保健対策係　☎082−513−5521

広島県が行うＨＩＶ抗原抗体・梅毒検査
・肝炎ウイルス無料検査日程のお知らせ

やってみようエコドライブ！
～ふんわりアクセル
　（発進時に5秒間で20ｋｍ/h）～

エレンのページ

新しい新しいALTALT （アシスタント・ラングイッジ・ティーチャー） の紹介の紹介
　初めまして！皆さん、こんにちは。私はエレン・ホースフォールといいます。

　私の苗字は英語で「馬：ホース」に似ていて、元々Viking（ヴァイキング）のルーツを

持つ名前でもあります。（Vikingとは800年から1050年まで西ヨーロッパ沿岸部を襲撃した北欧の武装

集団です。）

　私は24歳です。イギリスのマンチェスターにある

マープルという町の出身です。

　皆さんはマンチェスターは有名なサッカーチーム

の本拠地としてご存じだと思いますが、マンチェス

ターは世界最古の工業団地であることや、世界で最

初に実用的な鉄道が開業された地であること、イギ

リス初の国立公園であるピークディストリクトの近

くにあることでも有名です。

　私の家族は、安芸太田町を訪れるのをとても楽しみにしていま

す。母は医師で、父はサルフォード大学の教授でしたが、今二人

とも退職しています。26歳の兄もいて、彼はエンジニアです。

　私の祖父も昔、今の私の年齢だったころに日本に住んだことが

あり、日本が大好きでした。子どものころ、おじいちゃんから日

本の話をよく聞いていました。

　私はシェフィールド大学で東南アジア研究学を勉強し、卒論は

日本のキツネの伝説について書きました。2019年は１か月間九

州大学で留学もしました。大学を卒業して、教員免許を取り、安

芸太田町に来る前に１年間小学校で教えていました。

　私の趣味は手芸、歴史、写真を撮ることとハイキングです。私

は長年ダンスも習っていて、特にバレエをしていました。安芸太

田町にいる間、できれば日本の踊りを習いたいです！

　皆さん、町内で私を見かけたら、ぜひ声をかけてくださいね！

　私は頑張って習った日本語を使ってみます！よろしくお願いし

ます。



全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

◆◆GO!GO!加計高通信　第110号◆◆

　
加
計
高
校
と
姉
妹
校
提
携
を
結

ん
で
い
る
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
カ
ア
高

校
に
、
２
年
生
の
栗く
り
栖す

咲さ

紀き

さ
ん

と
林は
や
し　
菜な

津つ

希き

さ
ん
、
１
年
生
の

上う
え
野の

来こ

夏な

さ
ん
が
８
月
14
日
〜
28

日
の
２
週
間
、
短
期
留
学
を
し
ま

し
た
。

　
到
着
初
日
か
ら
ホ
ノ
カ
ア
高
校

の
生
徒
と
先
生
の
心
温
ま
る
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。
ホ
ノ
カ
ア
高
校

に
到
着
し
て
か
ら
生
徒
た
ち
は
、

日
本
語
や
音
楽
、
美
術
の
授
業
等

に
参
加
し
、
日
本
と
は
違
う
文
化

に
触
れ
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
放
課
後
に
は
町
や
キ
ラ
ウ
エ
ア

火
山
を
散
策
し
、
週
末
に
は
ハ
プ

ナ
・
ビ
ー
チ
の
美
し
い
海
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
、
積
極
的
に
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

ハ
ワ
イ
島
で
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
生
徒
は
異
文
化
に
触
れ
、
ひ

と
ま
わ
り
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　
短
期
留
学
の
た
め
、
加
計
高
同

窓
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
８
月
20
日
に
２
０
２
３
特
別
国
民

体
育
大
会　
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、
広
島
県
つ
つ

が
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
校
か
ら
広
島
県
代
表
と
し
て
５

名
の
生
徒
が
出
場
し
、
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
少
年
男
子
の
松ま
つ
枝え
だ
友ゆ
う
輝き

君
が
１

位
で
予
選
突
破
！
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少

年
男
子
の
新あ
ら
井い

悠は
る
斗と

君
と
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
少
年
女
子
の
一い
ち
や
な
ぎ柳ハ
ン
ナ
さ
ん

が
２
位
で
予
選
を
通
過
し
、
見
事
３

名
の
生
徒
が
国
体
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
新
井
君
と
一
柳
さ
ん
は
、
エ
ア
ラ

イ
フ
ル
を
所
持
し
て
初
め
て
の
大
舞

台
で
し
た
が
、
広
島
県
国
体
監
督
か

ら
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
る
こ
と

な
く
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

で
き
た
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
は
本
当
に

素
晴
ら
し
い
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
す
で
に
国
体
出
場
を
決
め
て
い
る

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
の
平ひ
ら
田た

莉り

菜な

さ
ん
と
合
わ
せ
て
４
名
の
本
校

生
徒
が
10
月
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ

る
特
別
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

２
０
２
３
特
別
国
民
体
育

大
会
出
場
権
獲
得
！

ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
カ
ア

ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
カ
ア

高
校
へ
の
短
期
留
学

高
校
へ
の
短
期
留
学

平和への約束　〜ヒロシマで育った中学生の誓い〜平和への約束　〜ヒロシマで育った中学生の誓い〜

34広報安芸太田　令和５（2023）年　10月号

射撃部



　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、戸河内小と安芸太田中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

９月号６ページで掲載しました第72回山県郡中学校総合体育大会について誤りがあ
りましたので、訂正してお詫び申しあげます。
　誤【卓球】女子団体　第２位　安芸太田中学校
　正【卓球】女子団体　第１位　安芸太田中学校

　８月４日、全校登校日として平和

学習を行いました。

　昨年に引き続き、岩本誓治様をお

招きして、被爆後のヒロシマで、ど

のような思いをもって生きてこられ

たのかをお話いただきました。

　戦争は、戦争が終わったあとでも

人々を苦しめ続けるのだということ

を感じるとともに、その中でも望み

を失わずに懸命に生きることの大切

さを学びました。

　お話の後には、岩本様と千羽鶴を

一緒に折ったり、岩本様が持ってお

られる資料を見させていただいたり

しました。

　折り鶴は生徒会の代表が午後から

平和公園を訪問し、「原爆の子の像」

に献納しました。

　絵本「伸ちゃんのさんりんしゃ」

の読み聞かせや画像を見て、1945

年８月６日に広島で何が起こった

かを知りました。

　みんな、真剣なまなざしで話を

聞いていました。

　絵本「まっくろなおべんとう」

の読み聞かせの後、広島で起きた

惨状について知りました。

　そして、亡くなられた人々や残

された家族の思いを考え、全員で

黙とうを捧げました。

　安芸太田町原爆被害者の会の前川恒

雄さんと事務局の武山智文さんをお招

きして、話を聞きました。

　直接聞く話は、子ども達にとって衝

撃があったと思います。何度も繰り返

された、「命はたった一つしかない。

その命をどうにかして守ること。」と

いうメッセージは、心に響きました。

平和への約束　〜ヒロシマで育った中学生の誓い〜平和への約束　〜ヒロシマで育った中学生の誓い〜

平和について考えよう！　戸河内小より

安芸太田中より

お詫びと訂正

低学年 中学年 高学年

35 広報安芸太田　令和５（2023）年　10月号

　夏休み中の全校登校日８月３日に、低・中・高学年ごとに平和学習を行いました。



　
　

せ
ら
し
お

n
oi

t
a

mr
o

f
n

I

　　
令
和
５
年
度
集
団
健
診
（
秋
季
／
山
ゆ

り
健
診
）
を
実
施
し
ま
す

町
長
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
？

は
し
も
ト
ー
ク
の
開
催
に
つ
い
て

　

健
診
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

受
診
予
定
の
人
は
、
９
月
末
に
個
別
に

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
健
診
日
／
10
月
15
日
㈰

◇
受
付
時
間
／
８
時
～
11
時

◇
会　
　

場
／
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
☎
２
２−

０
１
９
６

　

身
近
な
こ
と
か
ら
こ
れ
か
ら
の

安
芸
太
田
町
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
や
各
種
団
体
グ
ル

ー
プ
で
の
開
催
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

広告

　

筒
賀
川
は
、
こ
れ
ま
で
「
マ
ス

科
（
ア
マ
ゴ
等
）」
は
、
漁
業
法

に
基
づ
く
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
町
に
よ
る
稚

魚
放
流
事
業
を
定
期
的
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
内
他
地
区
の
河
川
で

は
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

管
轄
内
の
漁
業
協
同
組
合
に
よ
り
、

稚
魚
の
放
流
や
河
川
の
草
刈
な
ど

の
環
境
保
全
を
主
体
的
に
実
施
し

て
お
り
、
遊
漁
の
環
境
を
整
え
る

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

太
田
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
か

ら
広
島
県
に
対
し
、
筒
賀
川
に
お

け
る
マ
ス
科
漁
業
権
設
定
が
要
望

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
３
日

付
け
で
広
島
県
内
水
面
漁
場
計
画

が
公
示
さ
れ
、
漁
業
権
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
の
筒

賀
川
で
の
マ
ス
科
の
釣
り
に
関
し

て
は
遊
漁
承
認
証
（
鑑
札
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

太
田
川
上
流
漁
業
協
同
組
合　

☎
２
２−

２
２
９
０

筒
賀
川
の「
マ
ス
科
」

　
　
　
漁
業
権
設
定

　

あ
な
た
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
国
の
行
政
に
つ
い
て
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
納

得
で
き
な
い
、
こ
う
し
て
も
ら
い

た
い
な
ど
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

総
務
省
の
「
行
政
相
談
」
は
、

そ
ん
な
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
解

決
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の

改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
で
す
。

　

安
芸
太
田
町
で
は
次
の
日
程
で

「
一
日
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
身
近
な
相
談

に
も
応
じ
ら
れ
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談
所
の　

　
　
　
開
設
に
つ
い
て

36広報安芸太田　令和５（2023）年　10月号

一
日
行
政
相
談
所

　
（
く
ら
し
の
総
合
相
談
所
内
）

◆
日　

時

　

10
月
12
日
㈭

　

10
時
〜
15
時
ま
で

◆
場　

所

　

上
殿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー



　　
親
子
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
さ
れ

ま
せ
ん
か
？

　

親
子
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
に
関
す
る
こ
と
、
親
子
関

係
の
こ
と
、
夫
婦
問
題
、
家
庭
問
題
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
な
ど
の
相

談
を
受
け
つ
け
ま
す
。

　

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
誰
か
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
に
よ
り
相
談
窓
口
を
ご
案
内
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口
／
健
康
福
祉
課　

☎
２
５−

０
９
３
０

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相

続
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
を
知
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
申
請
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
な
く
、
申
請
し
な

い
場
合
に
は
10
万
円
以
下
の
過
料

が
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
今
の
う
ち
か
ら
相
続
登
記
に

備
え
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
「
法
務
局　

相
続

登
記
義
務
化
」
で
検
索
し
て
い
た

だ
く
か
、
広
島
法
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
相
続
の
た

め
に
、
「
直
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
広
島
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
広
島
法
務
局

供
託
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
登
記
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

広
島
法
務
局　

　

☎
０
８
２−
２
２
８−

５
２
０
６

◦
遺
言
保
管
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

広
島
法
務
局
供
託
課　

　

☎
０
８
２−

２
２
８−

５
７
８
３

●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会　

事
務
局

　

☎
０
８
２-

２
２
１-

５
３
４
５

（
10
時
～
16
時
）

相
続
登
記
の
申
請
が　

　
　
義
務
化
さ
れ
ま
す

中
国
５
県
縦
断　
　
　

法
律
相
談
会
に
つ
い
て

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  23−00067

広告

0120−116116
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安
芸
太
田
町
郷
土
史
研
究
会
主
催

令
和
５
年
度
講
演
会
・
現
地
研
修
会

◆
と　
　

き
／
10
月
16
日
㈪

　
　
　
　
　
　

◦
講　

演　

会
…
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

◦
現
地
研
修
会
…
12
時
30
分
～
16
時

◆
と
こ
ろ
／
講　

演　

会
…
太
田
川
交
流
館
か
け
は
し

　
　
　
　
　
　

現
地
研
修
会
…
町
内

◆
講　
　

師
／
佐さ

さ々

木き

卓た
く

也や

氏
（
歴
史
地
理
学
研
究
家
）

◆
演　
　

題
／
『
山
県
郡
西
部
に
お
け
る
石
積
み
文
化
』

◆
参
加
費
／
２
，０
０
０
円
（
講
演
会
の
み
は
無
料
）

　
　
　
　
　
※
バ
ス
代
・
昼
食
代
込
み

◆
申
込
締
切
／
10
月
11
日
㈬

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
教
育
委
員
会
☎
２
２−

１
２
１
２

戸
河
内
分
室
☎
２
８−

１
９
６
６

筒
賀
分
室
☎
３
２−

２
６
０
１

◆
日　

時

　

10
月
29
日
㈰

　

10
時
〜
16
時
※
ご
予
約
…
不
要

（
予
約
も
で
き
ま
す
。）

◆
場　

所

　

川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
事
項

◦
相
続
の
こ
と
、
遺
言
の
こ
と

◦
お
年
寄
り
の
財
産
管
理
（
成
年

　

後
見
）

◦
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
空
き
家
の

　

こ
と

◦
悪
質
な
訪
問
販
売
・
買
取
（
悪

　

質
商
法
被
害
）

◦
夫
婦
、
親
子
関
係

◦
交
通
事
故

◦
不
動
産
・
会
社
の
登
記

◦
借
金
の
お
悩
み

◦
そ
の
他
、
司
法
書
士
が
相
談
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法
律
問

　

題
全
般

◆
電
話
相
談

　

相
談
会
実
施
日
に
次
の
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 図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

本館月末休館日
１０月３１日（火）
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移動図書館やまびこ号運行日程表移動図書館やまびこ号運行日程表 〈令和５年度下半期〉

巡回場所 時　　間 10月 11月 12月 1月 2月 3月

火
曜
コ
ー
ス

加計小学校（４〜６年生） 10：15～10：35

17日 14日 12日 16日 13日 5日

猪　山（猪山集会所） 11：00～11：15

加計小学校（１〜３年生） 12：45～13：15

認定こども園あさひ 13：20～13：40

津　浪（ぷらっとホームつなみ） 13：45～14：00

坪　野（つぼの地区交流センター） 14：05～14：20

安　野（安野ふれあいセンター） 14：30～14：45

津都見 14：50～15：05

修　道（修道保育所） 15：15～15：30

水 加計中学校 13：00～13：25 18日 15日 13日 17日 14日 6日

木
曜
コ
ー
ス

小　板（見浦牧場前・堀田商店前） 9：30～ 9：45

19日 16日 14日 18日 15日 7日

横　川（アルペンハウス前） 10：10～10：25

松　原（松原簡易郵便局前） 11：00～11：15

戸河内小学校（４〜６年生） 12：50～13：05

戸河内小学校（１〜３年生） 13：05～13：20

殿　賀（寿光園） 14：00～14：15

浄　善（浄念寺前） 14：25～14：40

金
曜
コ
ー
ス

筒賀小学校 10：20～10：35

20日 17日 15日 19日 16日 8日

月の子（長源寺下） 11：00～11：15

安芸太田中学校 13：10～13：30

井　仁（井仁棚田交流館） 13：55～14：10

筒賀児童センター 14：25～14：45

土　居（松信園） 15：00～15：30

★本のブックコート掛け本のブックコート掛け 秋秋のの読書会読書会
10月27日（金）〜11月9日（木） 10月21日（土）

10：00～12：00
戸河内地域
交流センター

「交流フロア」 にて

各館で、お一人一冊お持ちの本にブックコート

をします。

予約なく、どなたでも参加いただ

けます。

★本本&&雑誌のリサイクル市雑誌のリサイクル市

戸河内分室 （雑誌・フリーマーケット）

川・森・文化・交流センター １階ロビー
（本と雑誌）

秋の読書週間
秋の読書週間

10月14日（土）〜11月9日（木）

10月21日（土）〜10月27日（金）

秋秋のの読書会読書会
日時

場所



安芸太田町は… 　　 2,607人　　 　2,979人　　5,586人　3,064世帯  　令和5(2023)年9月30日現在

し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120−32−9026
　へお願いします。

10
月

10日㈫ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
11日㈬ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
13日㈮ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

16日㈪ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

17日㈫ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
18日㈬ 修道
20日㈮ 津浪一円・筒賀東区
23日㈪ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

24日㈫ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

25日㈬ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
27日㈮ 程原・津都見・船場・来見

11
月

１日㈬ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

６日㈪ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
７日㈫ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
８日㈬ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
10日㈮ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草

今月の当番医

来月の当番医

10月

３日㈮　安芸太田戸河内診療所（内科）
５日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
12日㈰　山根医院（内科）
19日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
23日㈭　安芸太田病院（救急サブセンター）
26日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

８日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
９日㈪　安芸太田戸河内診療所（内科）
15日㈰　山根医院（内科）
22日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
29日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

今月の納税等

○町県民税…………………………第３期
○国民健康保険税…………………第５期
○後期高齢者医療保険料…………第４期
○介護保険料………………………第７期

（納期限:10月31日）
※納期限を必ず守りましょう。

10月

11月
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10
月
30
日
㈪

粗大ごみ①区域
長田・中央・箕角・与一野・才中得
寺領・長原・草尾・上杉・下杉・穴袋
筒賀全域
※草尾は電話		

11
月
13
日
㈪

粗大ごみ②区域
戸河内土居・上本郷・下本郷・田吹
吉和郷・打梨・那須・川手・柴木
板ヶ谷・戸河内松原・小板・梶ノ木
遊谷・横川
※打梨、那須、横川は電話

粗大ごみ収集日 （第2回）

※粗大ごみ集積場所に出してください。
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている
　収集区域です。収集区域によって収集日が異なりま
　すので、お間違えのないようお願いします。

■と　き／10月22日㈰ 

■ところ／温井ダムリゾート
■受　付／8:30　出　発／9:00
■コース／4㎞　■参加費／100円

龍姫湖まつりと合同開催!!

第157回 月例第157回 月例ウォーキングウォーキング

広島県最低賃金

●問い合わせ先
　広島労働局　賃金室　　☎082−221−9244
　広島北労働基準監督署　☎082−812−2115

令和5年10月1日から

970円です。時間額

（龍姫湖ウォーキング）
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アプリ「マチイロ」（無料）はスマホやタブレットにインストールすることで、いつでもどこでも広報
「安芸太田」を読むことができます。※インターネットの通信料がかかりますので、ご注意ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

　広島版図柄入りナンバープレートの交付開始日および交付手
数料が令和５年８月29日に国において決定されました。
　今後、導入地域においては、交付開始日以降、新車・中古車
の購入時はもちろん、現在お乗りの車も番号を変更することな
く、広島版図柄入りナンバープレートへの変更が可能です。

●交付手数料（１組）
　中板…9,100円　大板…15,800円
　※1,000円以上の寄付金でフルカラーを選択いただけます。

■交付開始日／令和5年10月23日㈪

●窓口での申し込み・問い合わせ先
　一般社団法人　広島県自動車整備振興会　業務課
　☎︎082−231−9201

令
和
５
年

春
の
叙
勲
受
章

【瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章】
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（戸河内下本郷）

今年度今年度100100歳歳を迎えられる方々を迎えられる方々
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※広報誌への掲載は承諾を得られた方のみ掲載しています。
※写真の掲載は承諾を得られた方のみ掲載しています。

地方版図柄地方版図柄入り入り
ナンバープレートナンバープレート

●中型標板（事業用）ナンバープレート

●中型標板（自家用）ナンバープレート

●中型標板（軽自動車）ナンバープレート

申込受付開始!
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